
Ⅴ．資料 

１．専門家からの提言 

１）在京専門家からの評価・提言 

（１）国際連携・ネットワークの視点「アジア政策への提言（多賀秀敏氏）」 

＊本提言は当研究担当者のインタビューメモをもとに多賀氏が加筆修正編集したもの。 

 

①はじめに：これまでのアジア政策に対する評価 

「福岡はアジア、アジアは福岡」という意識は、国際関係研究者、自治体関係者、

出張の多いビジネスマン、近隣諸県の住民などには、プラスのイメージとして定着し

ている。福岡市民が他県の友人知人に「アジアマンスだから遊びにおいで」とメッセ

ージを送るまでに市民にも定着した。 

美術展、トリエンナーレも同様の価値がある。中国の若手芸術家の勢いは刮目すべ

きであろう。このエネルギーを、福岡で受け止めることは、帳簿では見えない効果を

福岡にもたらす。文化ネットワークは、先進的であり大切にすべきである。 

国内外から人が来て都市が活気を帯びるためにもっとも大切なのは、来訪目的があ

ること、知名度が高いことである。その点、グルメ志向は、他の価値と掛け算できる。

福岡市の海外イメージ調査には、豚の骨のラーメンという言葉も出てくる。他の都市

にはない有利さをすでに有している。海に面して港や風光明媚なところという印象も

でている。「美しい」は大切にすべき価値である。匈奴、フン、蒙古、韃靼のくびきに

悩まされた欧州の人向けには「元寇跡地」×「食べ物」＋イベントという作り方など

も面白い。 

こうした豊かな可能性を背景に、報告書を読んだ際に、職員の方々が素晴しいと率

直に感じた。一都市の国際化についてこれだけ多くの職員が意識を持って語り誇れる

のは素晴しいことだ。職員がこんなにも熱っぽく構想を語れる都市は、寡聞にして他

には聞いたことがない。 

また、政策のある種の頭脳に当たる URC がこれまで受託して世に問うた研究成果の

蓄積には、感動を覚える。これらの蓄積をもっと活かすべきであろう。整理して世界

中に公開できる体制にある程度整理すれば、福岡に問い合わせれば、何でも分かると

いう評価を得るに違いない。しかも、冒頭で述べたように実体を伴っているから説得

力を持った回答を与えることが可能である。 

岩波書店発行のアジアに関するデータ集も 2004 年時点で更新されないのは、2005

年以降の中国の都市の経済関係以外の統計が公開されなくなったからにほかならない。

現地に行かないと分からないというのが実情である。URC は、そうしたデータを中国

から求めて所蔵している。そういうことを発信していくべきであろう。 

 

②アジアとの戦略的連携 

架け橋としての朝鮮半島を利用する発想を持つべきである。奇しくも韓国では、日

中間の戦略的架け橋になるという発想を多くの人が共有している。博多・釜山のフェ

リーに大型バスを簡単に通れるようにすれば、福岡→釜山→仁川→中国にバスに乗っ

たまま船で行けるようになり、拠点化する。終着点というイメージを作っていくべき
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だ。アジアに行ったら最後には福岡に着く。ヨーロッパ、アフリカ、中東、インド、

東南アジアからやってきて、ユーラシアの旅は福岡で終わる。最終地点は出発地点で

もある。アメリカ、オセアニアからやってきて、ユーラシアの旅は福岡に始まる。 

若手研究者の中には、北東・東南アジアの環境問題の結節点は福岡だと言う者もい

る。今以上に、知的集積する都市にせねばなるまい。そのためには、もっともっと戦

略的志向でアジア諸都市に対応する必要がある。距離は死んだといわれるこの地球化

時代にバーチャルでよいから距離を示すことが大切だろう。横浜のシティネット、福

岡のネットワークが、今後銘銘どのような役割を担うのかを、考えるべきだ。福岡の

意味と役割を深めてほしい。福岡単体でなくネットとしてやっていく。福岡と釜山、

仁川、大連など掛け算していく。そのための準備はこれまでにできている。 

 

③都市の岐路・高等研究機関などとの関係 

都市は、岐路に立っている。福岡市が、県、九州を考え、九州全体の情報発信基地

として、機能転換する。そうすればするほど福岡市の輪郭はぼやけていく。他方で都

市機能は市に集約していく。この２つの選択の岐路に立っている。上海は広域上海を

上海と言う。都市部のみで成り立っているわけではない。どういう風に City of 

Fukuoka としてやっていったらよいか。語感としては、Hakata のほうが世界的にとお

りがよいが、使い分けすべきであろう。 

都市の自主性を強めるならば、都市国家シンガポールがひとつのモデルになる。税

関での手続きや面倒なドキュメントを簡素にし、一括処理をするようにした港湾局の

事例などが参考になる。福岡も横並びを排せるならば同じようなことをすべきで、バ

ックヤードに関する研究会なども開催してはどうか。 

ケニアのナイロビの国際性は UNEP 本部で保たれている側面が大きい。福岡市は国

際組織 HABITAT を活用しないともったいない。海外に行くと国連職員は国賓扱いされ

る場合もある。外交現場を経験できる人材育成の場として国際機関への出向などは価

値がある。 

福岡市が受け入れてきた海外からの研修生のアルミナイ（同窓会）はどうなってい

るか。早稲田大学では近年かなり海外同窓会のネットワーク作りに力を入れており、

財源や国際化の上で価値ある重要な存在と位置づけている。 

国家戦略における地方都市、大学のネットワーク形成の取り組みとして、タイのチ

ェンマイ大学等の事例は参考になる。近隣諸国の中堅どころの人材を集め、NPO や役

所などと連携しながら訓練するプログラムを実施している。タイの大学は役所などの

ノウハウも取り入れ、具体的かつ実践的な研究を行っている。このような国際的な活

動が受験生にも評価される時代になってきている。 

 

④おわりに 

たとえば、個人的にだが、そろそろどこかでだれかが、アジアのポップスを体系的

に整理してほしいという要望を抱いている。これをやれるのはどこかと考えると、福

岡がイの一番に挙がる。高等研究機関が集中し、「アジアなら福岡」というイメージを

有し、九州 LoveFM などの実績がある。それを整理して情報発信してもらえれば嬉しい。
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つまり、もはや福岡は、福岡がやりたいこと、やれることをやるだけの時代を卒業し

つつある。「これについては福岡がやってくれるだろう」と世界から期待されているの

で、やるべきこととしてやるという時代に遭遇しているということにほかならない。 

 

（２）国際官民協働・市民交流の視点「東アジア共同体と福岡市（毛受敏浩氏）」 

①潮目が変わった 

昨年から今年にかけて潮目が変わったと感じることがある。それは国内での日本の

将来に対する見方とアジアに対する期待感の変化である。日本の今後に対しては悲壮

感が圧倒的に強くなった。政権交代によって日本が起死回生に転じるという期待は今

のところ見事に裏切られている。その一方で、長期的なトレンドである少子高齢化に

よる重い課題が国民の意識を深く浸食し始めている。日本の今日の社会状況そして将

来のあり方への悲観論が巷に渦巻いている。 

一方、その裏返しのように急激な高まりを見せているのがアジア、とりわけ中国と

の交流への期待感である。日本はこれまで中国と韓国それぞれに歴史的、地理的な課

題を抱えてきた。それが時に政治問題として浮上して、両国の関係の悪化を招き、地

域社会や市民が構築した両国とのきずなを何度も傷つけ、一部の右翼的な勢力を勢い

づかせてきた。 

しかし、将来の日中のポジションの違いを多くの国民が思い描くようになった今、

これまでの対立の種を封じ込め、アジアの活力を国内に呼び込むことが、日本が再生

を図る近道であるとの認識が広がっている。そして、その具体的な方策について多く

の自治体や企業が模索を始めている。今ではトップセールスと称して多くの知事や市

長のアジア詣でをくり返すことが日常茶飯事としてくり返されている。アジアとの距

離を縮めることが、地域社会の将来を左右するとの認識が急速に広がりつつある。 

 

②福岡市のアジアとのつながり 

福岡市はアジアと長期的な視点で交流を続けてきた。それは単に経済交流だけでは

なく、学術、文化・芸術、市民交流と幅広い。1989 年のよかトピアの開催が大きな契

機となったが、それ以前から福岡アジア美術館など、アジアとの交流を深める多面的

な交流が行われてきた。また市民レベルで行われているアジア太平洋こども会議・イ

ン福岡は、毎年数百名の子どもたちを各国から招聘するもので全国的に見ても極めて

規模が大きく他の地域では決して見られない事業である。 

福岡のアジアとの交流の強さはその歴史、交流の幅の広さ、多様性、厚みとどれを

とっても他の自治体に引けを取らない強味をもっている。他の自治体がトップセール

スに奔走するのは、そうしたアジアとの蓄積をこれまで培ってこなかったからこそ、

トップが動かなければならないという事情が隠れている。 

  

③新しい次元の交流へ 

では福岡市のアジア戦略は盤石といえるのだろうか？基本的には他の自治体が福

岡のレベルに追い付くまでには相当の時間がかかると思われる。その意味で福岡がア

ジアと築いてきた多層にわたる交流の経験と人脈は何にも代えがたい財産である。 
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しかし、他の地域も姉妹都市交流などを通じてアジアの各地とさまざまな交流のき

ずなを持っている。そうした中から大化けする活動もでてくる気配もうかがえる。貿

易、投資、観光、人的交流といった単純な割り切り方ではなく、それらを複合的に組

み合わせたものや規模の大きな事業が今後、数年のうちに各地で開花する可能性があ

る。その意味では福岡市もうかうかとしてはいられない。 

福岡市として取るべき道は、これまで培った多層のアジアとの交流の中身や相手地

域の状況を今以上に市民、企業、NPO・NGO、学校などに情報提供し、かれらが能動的

にアジアとの交流に参加する意欲を掻き立てることである。 

そのために、たとえば、アジアから若手経営者、社会起業家、女性リーダーなど活

きのよい人々を福岡に招き、福岡のビジネス、NPO、教育者ら各層の人々と交流する機

会を作ることができれば福岡市民も一念発起する機会も生まれるだろう。日本人はか

つての活力を失いつつあるといわれる。混沌としたエネルギーの渦巻くアジアをテコ

にして沈滞している日本を再生する戦略を示し、そのリーダー役を果たすこと、これ

が福岡がとるべき道であると考える。 

 

④「東アジア共同体リーダー都市」をめざせ 

さて、国政レベルでは民主党政権によって東アジア共同体を目指す構想が提案され

ている。普天間問題で進捗が遅れているとはいうものの、東アジア共同体の構築は今

後、政権を超えて継続して取り組まれていく日本の大目標といえる。中国、韓国、ASEAN

諸国も東アジア共同体に強い関心を示している。もちろん EU の今日の姿に東アジア共

同体が近づくまでには数十年にわたる年月が必要と考えられるが、防災をはじめ保健

医療、国際犯罪、トラフィッキングなどグローバルな個別具体的な課題についての東

アジア各国の協調や協力は着実に進展している。 

こうした状況を考えると、アジアの都市間ネットワークに力を注いできた福岡市と

してとるべき方向は、自治体レベルのネットワークの構築が東アジア共同体の土台と

なること、そしてその土台づくりを担うリーダーとしての役割を福岡市が果たすこと

を明確に打ち出すことと思われる。 

それは何も今までと異なる方向を目指すことを意味しない。従来の都市間ネットワ

ークの交流に、東アジア共同体に向けての政府や国際機関レベルの動きとの連携の可

能性を探りつつ、日本国内に対して、また政府や国際機関に対しては、東アジア共同

体の土台とも言える自治体連携を福岡市がリードすることを宣言することである。ま

た他のアジアとの都市に対しては東アジア共同体というより大きな潮流との橋渡し役

を福岡市が果たすことを打ち出すことである。都市間連携を東アジア共同体という大

きな枠組みの中に位置づけ、その中心的役割を果たすことが、ダイナミックな発展が

続くアジアの都市・地域間競争の中で福岡市の存在を輝かせる重要なステップとなる

だろう。 

 

（３）国際文化交流の視点「美術文化から見る「福岡のアジア」（岸清香氏）」 

＊本提言は当研究担当者のインタビューメモをもとに岸氏が加筆修正編集したもの。 

①アジア政策の成果としての福岡アジア美術館 
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日本国際政治学会の国際交流分科会に戦後日本国際文化交流研究会というグルー

プがあり、1980 年代に活発化した地方の国際交流政策とはなんだったのだろうかと議

論したことがある。地方は自治省・外務省の上からの施策に従っただけで、予算がな

くなったから縮小してしまったとの見方もあるが、NGO や NPO を育て、機能を譲渡し

ていくための過渡期だったという考え方は面白い。きちんと取り組んだ自治体ではネ

ットワークや事業・施設などの形で今に引き継がれている。アジア政策の領域では、

環境技術などで国際貢献や協力をしてきた自治体もあるが、文化芸術分野に自治体事

務として取り組んだ福岡市の場合、モノを集め人を育ててきて、美術館や映像ホール

などの形として残してきた点で独自性がある。 

福岡アジア美術館はその先駆者かつ代表格といえるのではないか。アジア文化賞が

アジア研究の学界で定評のあるように、福岡トリエンナーレは世界の美術界で「福岡

のアジア」をアピールする機会として定着している。今年の福岡トリエンナーレは全

国区のメディア報道が遅れたのは残念だったが、開館 10 周年に NHK 日曜美術館が特集

を組み、地域創造大賞（総務大臣賞）を受賞した。アジア・欧米豪などのアート関係

者は誰もが福岡を知っている。最近も国際交流基金が派遣した若手美術関係者による

メコン地域諸国調査の報告会では、“Fukuoka”という名が現地の人々の口にのぼった

と福岡アジア美術館の影響力の大きさが指摘されていた。「アジア美術」を通して福岡

のブランドは明らかに形成されている。 

 

②「アジア美術」を介した信頼醸成－世界の中の福岡アジア美術館・福岡市の評価 

福岡アジア美術館は、アジア２１カ国・地域を対象に活動しており、その地理的範

囲は独自の展開をとげてきた。福岡トリエンナーレ前身のアジア美術展は、1970 年代

後半誰も行ったことのなかった東南アジアや南西アジアの美術界で調査を行い、現地

の関係者との信頼関係を培ってきた。オーストラリアの研究者に「アジアでの日本の

孤立を福岡が克服した」と言わしめたように、アジア美術展と福岡トリエンナーレは

いまだ歴史問題の残るアジアで信頼関係をつくるために本当に気をつけて活動してお

り、国レベル、政治経済面では一般に関係の遠いところでも一目おかれ、尊敬されて

いる。 

日本では「アジア美術」といえば古美術のイメージだが、福岡アジア美術館の地域

社会と結びついた“Asian art”（アジア近現代美術）は新しい、生き生きとしたもの

である。福岡アジア美術館と福岡トリエンナーレには国内外から若手あるいはまだよ

く知られていないアーティストや研究者が多数招聘され、超国家的かつ多角的な交流

が展開されてきた。また、学芸員の調査研究は美術史、文化人類学、地域研究などに

わたって超領域的に行われ、展示は一橋大学の社会学者の研究対象になるなど、学際

性もある。アジア・ヨーロッパの民族博物館・歴史博物館・美術館の共同企画による

2008-09 年の「アジアとヨーロッパの肖像」展で、国立民族学博物館、国立国際美術

館、神奈川県立近代美術館・歴史博物館とともに福岡アジア美術館が企画・開催館と

なったのは、収蔵品と企画力の質の高さが評価されたからだ。アジアの美術館ネット

ワーク形成を目指して昨年国立新美術館で開催されたアジア美術館長会議には、京都

国立近代美術館館長とともに福岡アジア美術館顧問が日本代表の報告者として参加す
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るなど、同館の重要性は周知の事実である。 

 

③「アジア美術」研究の学術性と創造性の高さ 

－福岡アジア美術館・福岡市の個性を生かす道－ 

福岡アジア美術館が収集・展示活動を通して独自の言説を生んできている点は特筆

に価する。地理的範囲もそうだが、現代に連なる系譜として近代の作品を系統的に集

めることによって、収集理念を深化させた。フォーク・アートなど「異形」とされて

きたものを美術史のなかで位置づけ、価値づけたことも、大きな成果といえる。「アジ

美」は既存にないものをやる、学芸課長がまたなにやら面白いことを言っていると、

美術界やアート関係者は福岡で出されるものを注視している。実験的で学術的クオリ

ティも高く、一見地味に見えるかもしれないが、発見と定着の幅を着実に広げてきて

いる。 

福岡アジア美術館は市立大学ないし「市民大学」的な存在なのかもしれない。国内

外のアーティスト・研究者が集まるのみならず、向学心と社会貢献意欲の非常に高い

ボランティア・スタッフが開館から 10 年の間に育っており、コアになる観客層もじわ

じわと拡がっている。市政は集客につながることを期待するだろうが、単純に観客動

員数だけでは測れない学術的・創造的な価値がそこにはあるように思われる。 

福岡アジア美術館が「極めて画期的で異端」な存在であるというのは間違いない。

福岡には「王道」でないもの、「主流」ではないものを流れにのせ、「周辺」のものを

「中核」と認識させる力がある。福岡市のような 150 万都市の美術館には、このよう

な個性が必要であり、生かさないのはもったいない。 

 

④福岡市にとっての「アジア」の力・存在意義・可能性 

福岡にとってのアジアを理念面で示す上で、福岡アジア美術館と福岡トリエンナー

レの経験は大いに参考になるのではないか。東京や横浜のそれと違い、福岡の「アジ

ア」には近代化以降の日本におけるいわゆる一辺倒のアジアではない面白さがある。

市民の温かさや細やかさが伝わるアジアでもある。進藤元市長は一種の大アジア主義

を掲げ、桑原元市長と矢野暢特別顧問はアジアと一緒に成長することを目指した。昨

年度の中間報告書「福岡市におけるアジア政策の過去・現在・未来 １」には「イメ

ージ戦略としての『アジア』の価値は暴落済み」とあったが、暴落していない他とは

異なるアジアが福岡にはあると思う。いま私たちにとってのアジアはこういうもので、

私たちはアジアとこんな風に付き合っていくとアジア政策の担当者それぞれが「福岡

のアジア」の定義を描き出し、示すべき時期に来ているのではないか。福岡アジア美

術館では来訪者に対するもてなしが丁寧できめ細やかなので、アーティストも研究者

も観客も喜んで帰っていく。“Asian art”を通して私が感じる福岡のアジアは、脱植

民地主義の「心優しき正義の味方」ともいうべき、こじんまりとして温もりがあり、

ウィットに富む独特のものだ。 

すでに部分的に行われていることかと思うが、福岡トリエンナーレや福岡アジア美

術館、アジア・フォーカスや福岡市総合図書館の映像ライブラリーなどに小学校や中

学校の授業で必ず行くようにするなど、アジア政策は市民の「アジア」への意識を小
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さい時から養うことに活用できる。九州産業大学の学生で、コミュニティのリーダー

（博多部の役員）としても活躍している若者が、10 年前、小学５年生の授業で福岡ア

ジア美術館が開催したシュ・ビンのワークショップに参加した時のことを鮮明に記憶

していると話してくれた。自身はとくに美術好きではないが、今まで見たことのない、

ちょっと普通じゃない、体験できて自分で何か作れる、形を崩したような美術館だと

認識しているという。このように特に行くわけではなくても存在意義が分かっている

という人を育てる施設となればよい。金沢 21 世紀美術館では、開館時に無料で招待し

た子どもが牽引力となって親や家族を連れてくる現象が起き、アートを通して市民の

感性や創造力を育む装置として機能していると聞く。アジアマンスにしても、助成金

のばらまきと取られる面もあろうが、「アジア」に関連させて市民が活動できるという

点では可能性もある。自分が住む自治体にはそのような施設や事業はないのでうらや

ましいと感じる。 

 

⑤「福岡のアジア」を定義する 

－福岡市におけるアジア政策のこれから－ 

「アジアの交流拠点都市」「国際集客文化都市」を目指す政策において、2008 年策

定の「2011 グランドデザイン」（政策推進プラン）では福岡アジア美術館のトリエン

ナーレが記載すらされていないという。市の位置づけでは同館は市長部局ではなく教

育委員会の管轄で局長級を抱える独立性の高さがあるとのことだが、人事交流や他の

アジア施策・文化施設との連携は難しいのか。福岡市のアジア政策はそもそも福岡市

立美術館のアジア美術展から始まり、進藤市政では政策の中心だったが、桑原市政に

なって事業が多角化し、その後タコつぼ化したということなのか。 

アイデアのひとつではあるが、例えば、「福岡のアジア」を考え、知ってもらうた

めに、アジア政策のインターネット掲示板を作ってみるのはどうだろうか。今ここに

誰が来ています、福岡にいたあの人は今こうしています、のような書き込みでいい。

そうした来訪・追跡情報などを載せることで、色々な施設にさまざまな人が訪れてい

ることが分かり、さらには市の枠組みを越えて思いがけない協働が生まれることにな

るかもしれない。 

福岡アジア美術館に限っても、これまで事業に関わった人材を卒業生と考えれば、

大変な数の同窓生が世界にいることになる。グローバリズム、リージョナリズム、ナ

ショナリズムの複雑に絡み合うアジアで多様なネットワークとフレームワークが拡

大・深化するなか、実利とブームに惑わされず、閉塞することなく、創造的な蓄積を

外に出しさらに発展させていくことが必要な時代になっている。 

 

（４）地域情報の発信の視点「福岡市のアジア政策に向けた地域コンテンツの構築 

                  （並木志乃氏）」 

これまで福岡市では姉妹都市交流が活発に展開されてきた。特に、アジアの玄関口

として、国際会議の開催をはじめとする交流事業が量と質の両面で進められており、

アジアと日本の結節点として道を切り開いてきたといえる。近年、中国や韓国などア

ジア地域の諸都市は、経済成長と共にそのプレゼンスを高めている。そして、地域の
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観光収入や地域活性化に直結するものとして、国際会議や大規模展示会などの誘致合

戦は熾烈なものとなっている。観光マーケティングや地域間交流については様々な手

法があるであろうが、その都市が選ばれるためには、国際都市としての意義や優位性

を明確にできるかどうかに左右されるものである。単に、諸外国から来てもらうとい

う発想ではなく、市民が、アジア政策の趣旨に賛同し、人的な交流のなかから気づき

が生まれ、国際交流に関するノウハウや知識の蓄積があるというのは大変重要な要素

である。そのためには、諸外国向けへのアピールのみならず、福岡市の市民に対して、

これまでのアジア政策の意義と今後の展望を発信することで、アジア政策と市民意識

が結びつくことが重要である。 

その際に、有効な手立てとして考えられるのは、情報通信の特性を活かし、アジア

とのコミュニケーション回路を築くための地域コンテンツの構築であると考えられる。

周知のとおり、情報通信のメリットとは、双方向性である。しかしながら、技術的に

素晴らしい地域コンテンツが作られても、そこに対話や実社会との適合性がなければ、

日々爆発的に増え続けるコンテンツのなかで埋もれるだけである。それにはまず、ア

ジア政策に対する支持や信頼性ある地域コンテンツを発信することで、人々の理解を

深め、新たな関係性を橋渡しできるものになると考えられる。 

日本各地の地域情報化研究や自らのフィールドワークを通して見受けられてきた

ことは、地域の内外に対して、地域の魅力を発信したいという欲求や日々の出来事の

記録を次世代に残したいという願いを持っている地域住民が少なからず存在するとい

うことである。本来ならば、こうした市民の関与を、地域連携や諸都市との交流に活

かすことが、地域情報化政策のなかで求められていたはずである。しかしながら、中

央政府から役所の中までは地域情報化政策が行き届いても、市民生活にはさほど密着

しておらず、地域の活性化には到達していないのがほとんどである。こうしたことに

は、依然として一方通行の視点から脱却できていないまま、次々に新たな情報システ

ムが発注・提供され、そのなかで、市民参画による地域の個性の発揮というものが、

極めて限定的に位置づけられてきたことが背景にあると考えられる。 

コンテンツの構築には、福岡市のアジア政策の特徴となりうる地域コンテンツの掘

り起こしが、どの程度できるかにかかってくるだろう。そして福岡市ならではの地域

コンテンツの構築を進めるにあたっては、過去の情報の再編集が特に重要な意味を持

ってくる。具体的には、福岡市で過去に行われてきたアジア政策を体系的に整理する

ところから始まるといえる。既に、地域メディアの映像番組や記事、市役所の基礎デ

ータ、シンクタンクの調査結果、国際会議での交流事業の成果物、市民からの政策提

言など、非常に多くの福岡市に関する情報やコンテンツが蓄積されていると思われる。

しかしながら、メディアや事業主体別に整理・保存されていても、現実に利活用しに

くいため、関係者のみが個別に知るだけで、アジア政策の全体像が見えにくくなって

しまう可能性がある。従って、表現方法は多様にあるであろうが、各アジア政策の関

連づけや関連事業の波及効果について、量的・質的側面、二次元・三次元など多面的

な視点からまとめていくことが必要である。 

こうしたコンテンツの掘り起こし作業は、まず、整理するだけで数ヶ月はかかるも

のである。それに加えて、コンテンツ構築を事業化するのであれば、基礎調査やヒア
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リングなども含めると半年から一年を要するものであるだろう。そして、コンテンツ

づくりのプロセスには、専門家の視点のみならず、市民も関わることが大変重要であ

る。編集作業は、様々な資料や文書などをもとに、映像や音声などに対して検索キー

ワードをつけることや内容を関連付けるということである。また、不足しているもの

があれば、新たに取材や調査をすることもあるだろう。そのため、土地勘や地域人材

などに対する豊富な知識や地域との密着性が必須であり、地元に詳しい市民の雇用も

必要になってくるだろう。例えば、これまで行ってきた地域メディアやコンテンツに

対する評価の研究から明らかになっているのは、地元の催事を定点観測したもの、市

民目線で捉えた日常的な風景や地域人材に関する映像が意外と数少ないということで

ある。こうしたことに市民自身が気づき、日常では見えてこなかった地域の価値を知

ることで、市民主体の地域メディアの制作が行われていくきっかけになっている。ま

た、過去の記録映像や音声などが各家庭に眠ったままになっていることもあり、機械

の不備やメディアの保存状態によって個人では再生が難しい貴重な資料なども多々あ

る。こうした蓄積を再編集し、地域コンテンツとして公開することで、様々な場面で

の活用価値も高まり、地域に対する意識の涵養にもつながっている。 

以上述べてきたことは、アジア政策に対する再編集を通じて、地域を相対化するこ

とになるといえる。このことは、地域のコミュニケーション回路を開き、地域内外の

イメージ・ギャップを埋めることにもなるであろう。手軽に行うことができるように

なった情報発信や都市のアピールは、一体何のために行うものなのか、誰に伝えるも

のなのか、といった基本的な目的を明らかにすることに立ち返らざるを得ないと思わ

れる。特に、「アジアに対して」という方向性が明確に定まっているのならば、それに

特化したコンテンツの構築が必要である。アジアのなかでの福岡市の位置づけと魅力

について、市民のあいだでどのような認識がなされているかを確認することは、福岡

市の特徴は何かを再発見する機会にもなる。これまで福岡市で行われてきた都市会議

や交流事業の成果を、地域の伝統や教育などと結びつけていくことでアジア政策の広

がりが生まれてくると思われる。 

 

（５）都市デザインの視点「戦略的コミュニケーションの勧め（伊藤香織氏）」 

①福岡の強みと課題 

所用で幾度か訪れて知る限りでも、福岡は魅力的な都市である。コンパクトで街ら

しい賑やかさがあり、食事がおいしく、人々はフレンドリーだという印象がある。今

回、本研究に間接的に関わらせていただくなかで、新たに二つの強みを知ることがで

きた。ひとつは人々のまちに対する愛着の強さ、もうひとつはアジア文化資産の蓄積

である。 

「シビックプライド勉強会」（2009 年 3 月 16 日）に講師として参加し、ワークショ

ップ形式で市民参加者の話を聞かせていただくと、ほとんどの参加者が福岡への強い

愛着をもち、福岡に住むことに大きな満足感を感じていることがわかった。また、い

くつかの組織を訪問して話を聞かせていただき、また中間報告書を通して、アジア太

平洋こども会議・イン福岡、福岡アジア美術館、アジアの映像アーカイブなど、特に

文化芸術面においてアジアを統合するような資産の蓄積があることを知った。 
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しかし、福岡が国内外での競争力を強化していこうとするならば、そこには課題も

ある。前述したようなポテンシャルを都市の力にできていないことである。市民は愛

着のもてる福岡に満足しているが、仲間内に閉じやすく必ずしもその先のアクション

に結びついているとは言えない。アジア文化資産については、適切な評価と周知のプ

ロセスを欠いており、ただ蓄積されていくだけでは惜しい。 

 

②シビックプライドとは 

シビックプライド（civic pride）という言葉がある。市民の都市に対する愛着や

自負という意味で、「この場所をより良くするために自分自身がかかわっている」とい

うある種の当事者意識を伴う。郷土愛がシビックプライドの大きな源泉のひとつであ

ることは確かだが、郷土愛そのものとは若干ニュアンスが異なる。ただ「好き」で終

わるのではなく、その先のアクションにつながっていくものだ。シビックプライドは、

自分の人生と都市との関係において、個々人が自発的に創意を発揮する原動力になる

ものである。そのようにまちの隅々から満ちていく前向きで建設的な“気分”は、来

街者や中短期滞在者にも波及する。人は、風景やモノを介する以上に人を介して都市

に接する。市民一人ひとりのシビックプライドを醸成していくことは、国内外の人々

に福岡というまちに対する親近感、共感、憧れをもってもらうことにもつながってい

く。都市のプレゼンスを高めるプロモーションに厚みをもたせるためには、シビック

プライドに裏打ちされた市民レベルの振る舞いの意義は大きい。 

一方で、シビックプライドが醸成されるためには、都市に対するある程度のリテラ

シーが必要である。都市に関心をもち理解を深めていかなければ、シビックプライド

には結びつきがたいからだ。また、他者の評価がシビックプライドに結びつくことも

ある。都市内部では当然のこととして気付かなかった長所を外部の他者の目を通して

認識できることは少なくない。だから、他者の声に耳を傾ける開かれた態度も必要だ。 

 

③戦略的コミュニケーション 

シビックプライドを醸成し、都市の力にしていくために、コミュニケーションが重

要な役割を果たす。一般的な広報が「発信」（発するところまで）に留まるのに対し、

ここでコミュニケーションとは、誰に・何を・どのように「届ける」（相手が受け取る

ところまで）かをマネジメントし、実施することである。そのためには、マーケティ

ング（誰に・何を）と、デザイニング（どのように）が必要である。 

まちのもつ多様な資産も、それぞれ誰をターゲットにして関心を喚起するべきかが

異なる。アジア現代美術やアジアの映像アーカイブであれば、広く一般受けを期待す

るより、まずはごく限られた層でも、世界中のアジア文化研究者や学生、美術愛好家

に知ってもらう必要があるだろう。そうした人々の評価を通して認識されるまちの誇

りもある。一方、アジア太平洋こども会議・イン福岡であれば、広く市民レベルでよ

り身近なものになるよう浸透を目指すべきだろう。 

たとえば、人口 19 万人のオーストリア・リンツは、一般にはそれほど知られては

いないが、デジタルアートにかかわる層には世界中で絶大な知名度を誇る。アルス・

エレクトロニカ・センターには世界各地からのアーティストや研究者が滞在しており、
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毎年 9 月の祭典では、この小さなまちは世界中の関係者が集まる一種のサロンになる。 

長野県松本市では、毎年開催されているサイトウ・キネン・フェスティバルの期間、

世界各地から集まった音楽家や演奏を聴きに来る音楽愛好家が滞在する。フェスティ

バルを中心とする音楽の取り組みは広く市民に愛されており、まちかどの小さなレス

トランで北米の音楽家が顔なじみの店主と英語で談笑する姿が見られるなど、国際的

な音楽の拠点としての交流をまちの人々が支えている。 

コミュニケーションのデザイニングに際しては、単にパンフレットやキャッチフレ

ーズやキャラクターをつくることが目的になりがちだが、「誰に・何を」に応じて多様

なコミュニケーション媒体を適切に編集する必要がある。特に空間に表れることと人

を育てることとには留意すべきだ。空間や人は、日々の生活のなかで触れたり直接的

に交流して、自ずと人々の知識・心持ち・振る舞いに影響する媒体と捉えられる。前

述の二例では、アルス・エレクトロニカ・センターやまつもと市民芸術館のような建

築として、世界各地からの来訪者が街を行き交い街角で談笑する様子として、イベン

トや出来事を知らせるポスターやバナーとして、都市空間に表出する。また、アルス・

エレクトロニカ・センターがアーティストを育てることで世界中にリンツの唱道者を

送り出しており、音楽を通した広い社会教育に力を注いできたことで誇りと親しみを

持って来訪者を迎えることのできる松本の人々のリテラシーが育てられたとも言える。 

 

④コミュニケーション戦略組織の提案 

ここで、市役所内にコミュニケーション戦略のための組織を設置することを提案す

る。福岡をプロモートするための対外的なコミュニケーション、シビックプライドを

醸成するための市民とのコミュニケーション、そして市役所内のコミュニケーション

を担う。まず市職員自身がシビックプライドをもち、部署の枠を超えて福岡のもつ資

産の価値や課題に関する知識を共有していかなければ、市民に呼びかけることなどで

きない。また、コミュニケーションとは双方向であるから、福岡に関わる様々な人や

組織の言葉に耳を傾けることも任務の一環だ。 

そうした組織の例として、海外の二都市を紹介する。スペイン・バルセロナはもと

もとシビックプライドの強い土地柄ではあるが、市役所の「コミュニケーション及び

クオリティ局」（市民とのコミュニケーション、市のコーポレート・アイデンティティ、

マーケティングをコントロールする部署）がリードして、市のプロジェクトやサービ

スを市民の気持ちに届け、また市民のシビックプライドを可視化して都市のアイデン

ティティとプレゼンスを強化している。 

一方、オランダ・アムステルダムでは、都市をプロモートするという共通の目的の

下に行政・民間企業・市内各地区・公益法人等機関が連携して、プロモーション計画

を策定、実施するアムステルダム・パートナーズを組織している。徹底したマーケテ

ィングでアムステルダムの強みや課題、方向性などを分析し、アムステルダムの「人」

を中心としたプロモーションを展開する。 

このように、行政の中に設けられる場合もあれば、広くパートナーシップとして設

けられる場合もある。いずれにしても、部署や組織を横断し、多様な政策を概観しな

がら戦略を立てる広い視野と編集能力が必要だ。そうした試みのなかで、都市のアイ
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デンティティに形を与えてゆき、政策へのフィードバックをしていくことも可能だろ

う。 

福岡が、まちのもつポテンシャルを適切に評価し強化するとともに、まちの人々の

シビックプライドを結集して都市の力にしていけることを期待している。 

 

２）アジアの専門家からの提言 

（１）ソウル・国際連携ネットワークの視点「福岡市アジア政策への提言（梁起豪氏）」 

＊本提言は当研究担当者のインタビューによる。 

①福岡市のアジア政策について 

●福岡は良い都市だがイメージが弱い 

福岡のこれまでの国際関係の施策の歴史と蓄積には圧倒される思いがある。だが、

福岡は良い都市と思うがイメージが弱い。ソウルは東京・大阪、譲って名古屋まで

しか目線が行かない。釜山にとって福岡は経済力があるパートナーとして重要な存

在だが、韓国では、福岡は地方都市と認識されており、アジアの福岡と言うことに

もピンと来ない。個人的な印象でも、福岡がグローバル都市とは思えない。中国人

や韓国人が出入りしているので、初めて行く前までは国際多文化都市と思っていた

が、実際は違った。多文化人口が少ない。韓国語もだが英語が使えないとグローバ

ル都市とは言えない。また、福岡の中にアジアが見えてこない。 

福岡はどんな都市を目指しているのかがわからない。ソウルで福岡の都市広告を

見たことがない。ソウルでは福岡より、湯布院の方が知られている。福岡と釜山が

圏域を形成するのはいいのだが、イメージの限界を感じる。それを超えた普遍的な

ものが必要であり、そのためにもシンボルを作らないといけないと思う。日韓の海

底トンネルの可能性などを生かしたアジアのなかの福岡を考えていったほうがい

いのではないか。 

福岡と交流して何がいいことがあるのかというものが、韓国の都市には見えてこ

ない。市場のゲーム論理が働くところ、お互いの需要がない限りは上手くいかない

ものだ。それが何かを見つけるのが福岡の役目と思う。 

 

●福岡のアジアはよい視点だが、具体的なインセンティブが見えない 

福岡がアジアを向くという戦略を持ったことは良いと思う。韓国としては釜山と

福岡が上手くやればいいじゃないかと考える。ソウルや北京は福岡の相手になれな

い。仁川は大阪か横浜とやらないといけないと思っていたが、横浜は仁川を受け入

れなかったようだ。 

韓国はアジアというものに特別な関心はない。アジアの再発見は学問的には興味

関心をもたれているが、韓国は、グローバルと中国に目が向いている。韓国は中国

人をアメリカ人と同じぐらい大事にしないといけないと考えている。中国では青島

に 70 万人の韓国人が住んでいる。韓国人向けのインセンティブが高いので、韓国

の中国投資の 7 割は青島である。このようなインセンティブが福岡にあるだろうか。 

福岡に海外企業が来るときにインセンティブがあるのか。小泉政権の時に特区が

できたが、上手くいっているのか。グローバル化と中国重視が広がる中、日本の比
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重が低くなってきている。韓国から見た福岡の魅力がなくなっている。現状の福岡

の限界を前提として、欲張らずに何をすべきか考えていく必要があると思う。 

韓国、中国の人はことさらアジアを強調して言わない。福岡の場合は、大陸から

ちょっと距離があるので、一緒になりたいからアジアを強調したいという思いがあ

るのだろう。しかし、韓国にとって、日本がアジアと言う場合、やはり歴史の清算

というところに思考が戻る。戦争がアジアの歴史の出発点になっている。福岡はそ

ういうことを研究している学者もあまりいない。日本がアジアを発信しようとすれ

ば、韓国人、中国人はまず「歴史はどうなったのか？」と聞きたくなる。ただ、福

岡は隣国と離れているが、一体感があると感じている。新潟県も北東アジアとの交

流に力を注ぎ、うまく行っていった時期があったが続かなかった。その点、福岡は

これまで続いているのだから上手くいっていると言える。こういった失敗事例、成

功事例の整理も必要だ。 

 

②韓国都市の国際政策について 

●韓国では下からの国際政策は弱いが、上からのグローバル政策は強い 

韓国では 15 年前から地方の国際化への取り組みが始まった。だが、今はそれが

歪曲化されてしまった感があるし、縮小傾向にあると言える。取り組み当初は、都

市そのものを国際化し、都市の競争力を高めるという目的で始まったのだが、近年

は中小企業の通商支援、輸出支援が中心になってしまい、欧米のように人権や平和

を掲げ、開発途上国の支援等に取りくむ姿勢は置き去りにされた。そして 2010 年 1

月に日本の自治体国際協会（CLAIR）にあたる韓国地方自治団体国際化協会（KLAFIL）

が職員数 50 名ぐらいの組織だったにもかかわらず解散させられ、全国市道知事協

議会に統合されたことによって、自治体の国際化の取り組みの縮小に拍車がかかっ

てしまった。 

しかしながら、1995 年以降、各都市に国際協力室を設置するなどして、政府が力

を入れ始めた地方の国際化は、2000 年には結果が現れ始めていたのも事実である。

韓国の首長は、国際化に関心がなくても、グローバルに都市を発信したいと思って

いる。日本や福岡を見ないでグローバル都市を見ている。したがってグローバルな

国際機構に興味を持ち政策を展開してきた例が多く見られる。例えば、テグ、イン

チョンは UCLG-ASPAC、プサンは TPO、デジョンは WTA など国際機構との連携や国際

機構化を目指す傾向がある。このような国際機構との関係深化や国際機構としての

認知度の高まりなどは成果と言える。この方向性は、日本の都市にはあまり見られ

ない。逆に、日本と一緒にやっている機構はなかなかうまくいっていない。たとえ

ば浦項市は新潟と一緒に国際ネットワークを運営しているが、新潟はお金がない人

がないと言う理由で、参加にあまり積極的ではない。おかげで、浦項の活動は機能

していない。日本の都市は国際機構づくりには消極的である。その点、韓国の都市

がイニシアティブをとってやってきていることの評価はしたい。 

韓国で地方の国際交流政策が下火となってしまったのは、なぜ国際交流をしない

といけないかという理論が弱かった。グローバル都市をつくる、その重要性の理論

付けが必要である。アジアの時代、海洋の時代、交流の時代には、大切なことであ
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る。しかし、行政学で地方の国際交流を研究している学者が韓国にはいない。専門

にしている学者がいないという現実がある。 

韓国の場合、国際化には成功したが、国際化政策には失敗したと言わざるを得な

い。国際化の多様な面を把握していない。外部の上からのビジョンをコピーしただ

けで、内部から下からの自発ビジョンが作られなかった。このような国際化政策で、

仁川、釜山などうまくいっている都市例もあるが、ほとんどが失敗してしまってい

る。 

今の韓国は大統領がグローバル都市政策に力を入れているから、自治体でもその

ような動きが見られる。しかし、それは地方から生まれたものではない。中国には

グローバル企業が数多くあるし、国連機構も多い。韓国にはそれがない。ソウルに

はちゃんとした国連機構がない。唯一ある国連移住機構は、頼んで来て頂いた、あ

まり実態がない小さな事務所だけだ。国連機構がない都市はグローバル都市と言え

ないと思う。そういう意味ではソウルはだめだ。まだ仁川や釜山の方が開かれてい

る。 

 

●韓国都市アジアよりもグローバルを目指している 

韓国では地方の国際化といえばグローバル化を考える。内容は中国やロシアが市

場をリードしているので、対アジアが多いが、韓国ではアジアをあまり意識してい

ない。 

自治体の国際化政策に関しては、企業がリードして、自治体が追従する形が多く、

首長の交代によって、ある面では高まり、ある面では衰退する傾向がある。例えば、

ソウルの国際化は貧弱である。６月２日に総選挙があるが、現在のソウル市長は、

あまり国際交流に熱心ではない。ハンガンルネッサンスなどのプロジェクトを通じ

て、グローバル都市化を進めていくことには高い関心を寄せているが、国際交流と

いう発想で進めているわけではない。 

今、韓国の都市は空港、コンベンションセンター、ホテルを競ってつくっている。

国際化機能は充実していく方向にあるが、コンベンションセンターは過剰気味であ

る。例えば、済州は２、３施設抱えている。 

日本は、地方活性化のために国内に 99 の空港をつくったが、現在上手くいって

いないところが多い。空港に関しては、日韓の航空路線は 26 もあり、そのほとん

どがソウル、釜山、済州に飛んでいる。日本との路線は多すぎるが、一方で、光州

の国際空港は、中国との路線しかない。140 万都市なのに日本との直行便はひとつ

もない。日本路線をつくるべきと考える。韓国にも新たに国際空港が３、４つ新設

されたが、ほとんどが赤字である。 

コンベンションセンターも同様の状況にあり。16 地方都市に１つずつある。多く

の首長は、コンベンションセンター、ホテルがないとグローバル都市とは言えない

と考えており国際都市の必須条件と考えられているのでこのような状況になって

しまった。しかも、地方は計画をつくれば、国からお金が入ってくるので、コンベ

ンションセンターをどんどんつくってきた。だから、ミスマッチがおきている。韓

国は 230 の都市があるが、祭りが 600 もある。しかも秋と春に集中している。コン
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ベンションも、学会も季節が集中するので、誘致合戦が起こっている。MICE 産業に

関していえばソウルの強さが際立っている。済州では観光客が減ってきており、外

資、外からの人の誘致が首長の益々重要な役割となってきている。そういった面か

らも、ハコモノの建設には慎重にならねばならないにもかかわらず、地方都市のイ

ンフラはまだ弱いので、韓国はこれからもハコモノをつくっていかねばならない。

ハコモノはソウル、釜山、済州に集中している。それ以外の農村のインフラは特に

弱い。10 年前に比べ、道路はよくなってきているが、韓国ではまだハード面の整備

が必要である。 

 

●都市・地域間競争を意識した超広域圏形成の取り組みが活発化している 

地方の国際化の流れの中で、韓国は超広域圏への関心を高めている。グランパリ

や大ロンドンなどのようにビジョンを持って都市圏を形成した例を見習い、16 ある

市道を７つに減らしメガポリスを形成し、競争力を高めていきたいと考えている。

世界は新しい中世になりつつあるので、国際的な地域競争に生き残っていくために

は必要なことだと思う。福岡も体を大きくして都市圏単位で地方同士のローカルな

ところと付き合っていくべきと考える。具体的には上海、釜山がやはり有力だ。 

2007 年に仁川発展研究院が韓国と中国都市の国際競争力について研究し、国際化

指数のランキングを公表した。それによれば、ソウルは大連や広州よりも順位が下

である。これは危機的な状況と捉えてよい。この結果を踏まえた上で、現ソウル市

長はグローバル都市化を目指し、英語教育などに力を入れてきている。 

蔚山と慶尚南道のプロジェクトに参加する機会を得ているが、どちらの地域もが

んばっているものの、慶尚南道と釜山、蔚山と釜山という関係がなかなか生まれな

いことを残念に思っている。やはり自治体の壁は大きい。福岡と北九州の関係に似

ている。両方が１つになって広域の協議会をつくろうとする時に壁が存在する。 

韓国地方都市では都市の合併が進み、都市の広域化が進んでいる。馬山、鎮海、

昌原が合併すると、釜山と対抗できるようになる。そうなると、この地域と釜山の

協議会をつくることがもっと難しくなってしまう。合併しないまま協力関係をつく

ることも難しい。韓国では、行政体制解体を進めようと努力している。基礎自治体

（市、郡、区）を無くし、都市だけにしていこうと言う計画だったが、500 年以上

の歴史がある仕組みを解体することは難しく、ひとつの政権で達成するのは難しい。

成功したのは２都市だけであり、その他のところでは市民の反対が起こり、失敗し

てしまった。 

日本の市町村合併は、主として経費削減を目的として推進されているが、韓国は

戦略的な合併を念頭においている。統合した結果、都市の財政が削減されたかとい

うとそうでもない。実は増えたところもある。合併で経費削減はなかなか達成され

ない。都市再編問題で、現在の最大焦点は首都移転である。しかし、それはありえ

ないと思っている。今の政府はやらないだろう。 

 

③福岡に対する提言 

●福岡・釜山は海洋戦略を取り入れるべき 
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釜山大学のイ先生の論文によれば。中国では、大陸文明（行政文化）、海洋文明

（商人文化）が交互に栄えてきた。そして今、海洋文明の時代に来ていると言う。

振返れば、北東アジアにはこれまで海洋文明がなかった。韓国にも海洋文明がなか

った。海軍にしても韓国には沿岸海軍しかない。大洋海軍がない。世界の大造船所

のなかで７つが韓国にあるというのにである。グローバルで活動する海軍のように、

これからの韓国、そして釜山、福岡は海洋戦略を取り入れていくべきである。釜山

と福岡は、海洋戦略があってこそ目立つ存在となる。 

 

●「福岡・アジア学」を編纂し都市発展の理論付けを行うべし 

ヨーロッパに比べるとアジアの都市は弱い。ヨーロッパは都市から発展して国と

なった地域だ。ハンザ同盟などの都市連携から発展し力を持つようになった。そう

いう意味では、韓国の都市にはもともと限界がある。ただ、日本の場合は、福岡も

大阪など江戸時代以前から発展してきた都市の歴史をいかして発揮できるパワー

があるはずだ。そういった意味でも地域学は重要である。 

福岡には、福岡学などといった都市学はあるか。環日本海研究には 10 冊の報告

書がある。福岡も日韓、あるいは福岡とアジアとの関係に焦点を当て、10 冊ぐらい

の報告書をつくってみてはどうだろうか。そしてリレーセミナーを３年から５年間

やってみる。アジアは圧縮成長せずにおられない状況にあり、韓国もそうしてきた。

全く知られていない国家や都市や人民を目立たせるためには、地味なものでは駄目、

100 階建てのビルなど、シンボルとなるような目立つものをつくってきた。その点、

都市の発展の理論付け、成長の理論付けが行われてこなかった。 

福岡はなぜ今あるのか、福岡という都市がどういう経緯で今日に至ったのかを、

きちんと歴史的に整理し、理論付けした形で見せていくことは大切なことだと考え

る。その場合には、単なる市史にとどまってはいけない。少なくとも県単位の歴史

が必要であり、地域の特殊性、普遍性を踏まえた上での、これから進んでいくため

の方向性が必要となる。このような取り組みは、金沢、横浜がうまくやってきてい

る。韓国も 10 年ほど前から取りくむところが増えてきた。 

 

●アジアのグローバル都市を目指すべし 

福岡はローカルでやるのもいいが、大連のようにグローバルでやってみることも

必要だと思う。済州は自治体を 1 つにした。そのことによって、かなりの権限が許

されるようになった。福岡も済州みたいに、アジアのグローバル都市として法的な

緩和を進め、自由な都市にしてはどうか。そのような実験をしたほうがよい。 

しかし、英語が通じないというのは、中国人、韓国人からすれば、「ちょっとこ

れは・・・」と思う。香港では洗濯屋の 70 代のおばあさんでも英語が話せる。治

安も良い、食べ物おいしい、エンターテイメントもある。全く不自由を感じない。

安全で、資本主義があり、見物するものも沢山ある。シンガポールにはナイトサフ

ァリのような夜の楽しみもある。福岡の夜はどうだろうか。ソウルにはナイトライ

フがない。英語環境に加え、遊び、気楽さ、楽しさなどの研究も必要だ。リラック

スしたものがないといけない。加えて、福岡の駅前で車を借りたことがあるが、日
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本語ができ国際免許証を提示しているにもかかわらず、貸すのをかなり渋られた経

験がある。結局、在福韓国人にたのんでやっと借りることができた。大きな越える

べき心理的なハードルがあるように思われる。 

香港、シンガポール、シドニーは多文化社会が形成されており外国人が動きやす

い。これがグローバル都市だと思う。シドニーはグローバル都市のナンバー１か２

である。例えば、ロンドンからは直行で行けないような、有力都市から離れている

奥地のようなところなのに、移民、英語、多文化、国際機構、グローバル企業の蓄

積がある。 

このような真のグローバル都市を思い切って福岡は目指してみるべきと考える。 

 

（２）北京・都市デザインの視点「福岡市アジア政策への提言（肖渓氏）」 

＊本提言は当研究担当者のインタビューによる。 

  ①福岡市に着目する理由 

中国における都市の人間居住環境の向上を推進する研究と事業を行っている。福岡

のことは、2000 年に国連を通じて国連ハビタットのことを聞き、ハビタットの事務所

が福岡にあることも知った。当時、中国建設部では中国の都市建設に参考となるよう

な住みよい都市について研究していた。その一環として、人間居住賞（国連ハビタッ

ト賞）受賞都市のことを調べたのだが、調査の中で福岡が非常に早い時期に国連ハビ

タット賞を受賞していることを知った（これは誤解のようである）。福岡には国連ハビ

タットのアジア太平洋事務所が設置されていることもあり、福岡市に関心を持ち、行

ってみたいと思うようになった。 

中国人にとって国連の賞はなかなかもらえない価値ある賞である。市民生活の向上

に貢献する都市として、国際的に認められることは都市にとって大変名誉なことであ

る。中国の威海市は 2003 年に同賞受賞を契機として翌年から毎年、地域文化の発信や

ハビタット理念のＰＲなどのために中国威海ハビタット祭りを開催し始めた。このフ

ェスティバルには国連行政の幹部や国家のトップ官僚が招かれる。それは、同市を国

内外にアピールするためであるとともに、高級幹部が市に集まる賞であることを市民

に宣伝することによって、住みやすい都市としての認識と誇りを高める効果を狙って

いる。中国はとても広いので、私のような南の出身者は威海など北の都市のことは聞

いたこともなかったが、このフェスティバルを通じて威海のことを知った。威海は国

内での知名度を上げただけでなく、海岸生活にあこがれる多くの中国人のあこがれの

土地になり、威海で家を買う人が増加した。威海政府は、このような動きを受けてさ

らに都市建設に力を入れ、もっと住みやすい都市にしようと努力した結果、益々威海

に引っ越す人が増え、土地の値段も不動産価値も上がって行った。このような都市建

設の好循環を生み出すきっかけとなったのが国連ハビタット賞の受賞である。 

福岡のような住みやすい都市の都市開発の経験は、アジア太平洋地域で広げていけ

ると思う。中国の都市の大きな参考になる。福岡にとって国連ハビタットは大きな点

だと思う。中国では福岡のことはコンパクトシティとして宣伝していきたいと考えて

いる。福岡は国連ハビタットを通して、人的ネットワークを活用しながら、一緒に福

岡は住みやすいという PR をしていくべきと思う。福岡式の住みやすい都市づくりを一
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冊の都市デザインの本にまとめ、いかに計画し、政策として実施してきたのか、だか

らこういう住みやすい都市になりました、と PR した方が良いと思う。福岡は 80 年代

から大きく発展した都市と認識している。福岡スタイルはとても価値がある。国連ハ

ビタットの野田本部長は、福岡スタイルの中国での推進を積極的にとらえている。中

国には福岡と同サイズの都市が沢山あるからだ。 

 

  ②アジア政策の評価 

福岡市のアジア政策は大変興味深い。国連ハビタットが福岡に事務所を開設したの

は、このようなアジア関連の事業を早くから展開してきたからだと思う。アジアを標

榜した時期と福岡が発展していった時期は重なっている。住みやすい都市として評価

が高まった今、福岡の次の仕事は、アジア太平洋地域の人々に福岡スタイルの都市づ

くり手法（都市計画・実施・管理・監督）を知ってもらうことだ。そのためには、ま

ずは福岡に来ていただける方策を考えねばならない。 

20 年のアジア政策を見てみると、文化芸術の活動が多いとの印象を受ける。中国で

は文化は舞台で役者が経済活動するという言い方をする。文化活動をデパートのショ

ーウインドウに見立てると。ショーウインドウがきれいだと人が皆集まる。そうする

と経済活動が始まる。そしてさらに文化に投資が行われるようになる。 

 

  ③福岡市に対する提言 

広州市の「広友会」は参考になると思う。世界中からお客様を招くフェスティバル

を開いている。大きなお金を入れて、ホテル、デパート、美術館への集客を支援し、

経済活性につなげている。広州には昨年大きな国際会議場ができた。設備も良い素晴

らしい施設である。福岡市にも素晴らしい国際会議場があるので福岡ならではの、世

界中から人が来るような国際会議やフェスティバルをすればよいと思う。展示だけで

なく、経済共同活動をする場にし、ビジネスチャンスを見いだせる場にしたらよい。 

福岡は住みやすい都市であり、国連ハビタットの事務所を持っている。一緒にアピ

ールすることも大切だが、関連して、アジア太平洋都市建設フェスティバルやアジア

太平洋都市環境フェスティバルを開催し、福岡という都市をどういう風につくってき

たのか、どのような経験してきたのかを、アジア太平洋のビジネスマンにビジネスチ

ャンスとして提供してはどうか。この場合、国連ハビタットと組むことはとても重要

なことだ。国連の名前がつくと、中国の反応は２段階上がる。普通の都市交流活動が、

国連の名前があれば、国際的な活動になる。福岡が国連の会議への招聘などを断わる

ことがあることを聞いて、非常にびっくりした。もったいないと思う。 

文化を舞台にした経済活動に関して、福岡が 20 年前に開催したアジア太平洋フェ

スティバルは経済活動につなげた成功例だと思うが、世界中から人が来るようなフェ

スティバルではなかった。今ではもうあの規模のイベントは開催できない。と諦める

のではなく、アイランドシティ（IC）で開催した緑化フェアも素晴らしかったと聞い

ているので、IC も活かしながら福岡ならではのフェスティバルを何かしらやってみて

はどうか。アジア太平洋人間居住フェスティバルというのはどうだろう。 

中国の都市が開催するイベントは、参加者からお金をもらうのが基本で、行政はあ
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まり出さない。その辺の方法を「広友会」から教わったらどうだろうか。姉妹都市に

はどっちが上というものはない。広州市はどんどん大きくなっている。福岡からいろ

んなことを学んできたが、今では広州から福岡が学ぶことも多いと思う。提携する都

市や友好都市からもっと学びあうべきだと思う。中国の政府は、イベントの開催はサ

ービスを提供する団体に委託する。政府が直接事業をすることはない。政府の趣旨を

理解したプロを雇う。政府⇔NPO⇔企業という、連携で進める。 

福岡国際映画祭のことは全く知らなかった。映画祭をやっているなら映画を切り口

に福岡市のＰＲをしてはどうだろうか。今、中国では、東京大阪よりも北海道が人気

を集めているが、これは北海道の釧路を舞台にした大ブレイクの映画の宣伝効果であ

る。昨年九州一周してみたが、九州にはきれいなところがたくさんある。九州のこと

を知れば中国人は行きたいと思うはずだ。アジア文化賞受賞者の張芸謀氏に撮っても

らってはどうか。また、福岡は漢字を見ると縁起がいいので歌にするのも良いと思う。

中国人はカラオケでよく「広島恋歌」を歌う。とても良い歌なので中国人は広島に良

い印象を抱いている。また「長崎はいつも雨だった」も人気だ。アジア文化賞受賞者

に映画、歌、小説で福岡のことを取り上げてもらえれば効果が大きくなる。また写真

集の舞台でも良い。中国の人気女優である袁泉さんが沖縄で撮った写真集を発売する

と、中国の若者の中で沖縄ブームが起こった。北京オリンピックで金メダルを取った

女子の飛び込み選手は美人アスリートとして大変人気である。彼女は初めての世界タ

イトルを福岡で開催された世界水泳で獲得した。そういう縁を活かし、写真集を福岡

で撮ってもらうよう提案しても良いのではないか。 

日中韓首脳会議が九州国立博物館で開催されたことによって、中国での福岡の知名

度はかなり向上した。政治的な動きも含め、経済、スポーツ、芸術などあらゆる分野

を活用して、福岡のことを伝えていくような情報の発信が大切であると思う。 
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２．都市フォーラムでの公開討論 

１）フォーラム概要 

（１）タイトル 

 (財)福岡アジア都市研究所 第 3 回都市セミナー 

フォーラム「福岡市におけるアジア政策の未来」 

－福岡女子×東京女子が考える「福岡でアジアを活かす・活きる道」－ 

 

（２）概要 

①構成 

１部：ＵＲＣ自主研究報告 

山下永子（福岡アジア都市研究所研究主査） 

２部：福岡への提言 

岸清香（都留文科大学講師） 

並木志乃（東京大学大学院情報学環交流研究員） 

伊藤香織（東京理科大学准教授） 

３部：対談+質疑応答 

モデレータ 

山下永子（福岡アジア都市研究所研究主査） 

ディスカッサント 

【福岡女子】 

佐々木喜美代（福岡市広報課長） 

帆足千恵（福岡観光コンベンションビューロー広報係長） 

【東京女子】 

 ２部の提言者 

②開催日時・場所 

2010 年３月 30 日（火）14：30～１7：00 

福岡ビル大ホール  

③参加者数 

120 名  

④企画意図・主旨 

2008 年～2009 年度、ＵＲＣは、福岡市の 20 年以上のアジアに焦点を当てた施策「ア

ジア政策」の成果を検証する研究を行った。長期にわたる継続的な取り組みは、大き

なネットワークや資産を形成したはずであり、それが、今日の世界的な都市・地域間

競争社会にあって、福岡が地域の個性や魅力として世界に対してアピールできるもの

になっていると考えたからだ。 

そして、本研究によって、福岡には多数の貴重なアジアの創造的な知の財産、重層

的な人のネットワークが蓄積されていることがわかった。しかしながら、それらが十

分に活用されていないし、またそれ以前に市民のみならず対外的に知られていないと

いうことも同時に明らかになった。 
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本フォーラムは、「アジア政策の資産を活かしていくために、私達はどうしていっ

たらよいのか」ということをテーマに３部構成で開催された。1 部ではまずＵＲＣか

らの研究結果の報告を行った。それを受けて、２部では、研究を通じて知己を得た３

人の若手新進女性の研究者に、それぞれの専門の立場（岸先生：国際文化交流・美術、

並木先生：情報、伊藤先生：都市計画）と、「東京女子」の視点から具体的な提言をい

ただいた。そして３部では、福岡市がその提言を、今後の施策に反映していくために、

市の広報、集客交流戦略を担当する２名の女性「福岡女子」を加え、オープンな雰囲

気での対談・議論を行った。 

この一連のプロセスを通じて、会場全体で福岡市のアジア政策の活かし方を検討す

る雰囲気を作り出し、実際に展開可能な提言やプログラムが作り出されていくきっか

けになることを期待してこのような構成で進められた。 

なお、今回、「東京女子」「福岡女子」というちょっと誤解を招きやすい、センセー

ショナルな言葉をあえて使ったのは、新たなムーブメントを起こしたいという意図が

背景にあったからだ。これまでのまちづくり論議が男性中心に進められ、まちの消費

の主要な担い手であり、まちのヘビーユーザーである女性の意見があまり反映されず

にきていたのではないか、今後は、もっと女性にまちづくりに関心を持ってもらって、

参画してもらいたい。そういう思いもあり、女性が興味をもって参加しやすいような

タイトルをつけた次第である。 

おかげさまで通常の都市セミナーよりも女性、特に若い年代の女性に多く来場いた

だくことができた。今後も、あらゆる層、老若男女がまちづくりに興味を持ってもら

えるような都市セミナーを開催していきたいものである。 
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２）フォーラム骨子（発言要旨） 

（１）１部・２部 

１部は本報告書の概略説明、２部は資料編１に掲載の岸氏、並木氏、伊藤氏からの

提言報告であるので、ここでは割愛する。 

 

（２）３部の発言要旨（敬称略） 

 

山下 早速だが、３人の先生方の提案を受けて、福岡市で取り組んでいること、また

これからの取り組みなどについて、福岡市の広報と集客交流の実務的立場から、

佐々木さんと帆足さんに、続けてお話を頂きたい。 

佐々木 ３人の先生方の意見を聞きながら、あらためて博多の人間は博多が好きすぎて

自分のことがよくわからない状態になっていると思った。博多の人間は、福岡

を訪れた人に「よかろうが」と言い、食べ物を食べさせては「おいしかろうが」

と自ら言っているようなところがある。 

 福岡市はアジアとの交流の歴史が、金印等に見られるように形として、跡が残

っている都市。金印、鴻臚館、承天寺、聖福寺、元寇防塁跡…また、博多の町

割・山笠が運営されている流など、秀吉が大陸との拠点として造った跡が残っ

ている。ところが、それらを観光スポットとして整備しきれていない。博多は

交流の拠点都市、福岡、博多から熊本、大分に行くというような経由地だった。

トランジット都市。今でもそうだ。九州の窓口であり、アジアとの交流の窓口

としてずっと生きて来た。 

 ここに来てやはり歴史は大切、歴史があって博多・福岡は成り立っている。そ

れにやっと気付いたという感じ。毎年桜の開花時期に、福岡城をライトアップ

している。皆さんは花見でしか行ったことがないと思うが、熊本城と比較して

も、福岡城は同じように 400 年の歴史を持っている。でも熊本城は市民の皆さ

んの関心も高く、多額の寄付金によって整備が進んでいる。福岡市もライトア

ップという新しい演出で福岡城に来てもらい、興味・関心を持ってもらいたい

と思っている。今までの文化資産を新たに演出して見直していくことが必要だ。

過去の歴史の跡は残っているが、実は近現代になってからのアジアとの交流、

特にこの 20 年、これまでの話に出てきたようにアジアフォーカス福岡国際映

画祭、福岡アジア美術館、福岡アジア文化賞など、アジアとの交流の跡がきち

んと整備されていない。同時に情報発信をしていない。なので、福岡市民があ

まり知らない。 

 これまでに、映画祭を通じて収蔵した映画は 900 本、アジア美術館の所蔵品は

2361 点。アジア美術館にレジデンス事業で招聘されたアジアの美術家は 60 人、

アジア文化賞を受賞した人は 80 人いる。このように交流してきた人たち、形

に残っているものを、部署を超えて整理し情報発信していくことがとても重要

だと思う。広報課は横に串刺しができる部署だ。そこで、広報課では福岡市の

ホームページに文化資産アーカイブをつくろうとしている。この 20 年の文化

資産である映像や美術作品などを、英語、中国語、韓国語、日本語で整備して

－84－



情報発信していこうと思っている。楽しみにしていただきたい。 

帆足 私は観光、今で言う集客交流の双方向の流れを担っている部署にいて、観光や

コンベンションで福岡を訪れている人向けにいろいろなサービスを行ってい

る。現状から言うと、特に東アジア、中国、韓国、日本は、人口と経済の発展

によって、今から世界でも最も大きい、未曾有の人の流れができるところで、

大きな渦になっていくことは間違いない。また九州という少し小さいレベルで

見ても、2011 年の九州新幹線の全線開通で大きな流れができようとしている。

今のうちにゲートウェイとして、通り過ぎられるだけでない福岡にしないとい

けない、という動きをとっている。住んで良し、訪れて良しの福岡だが、好き

からアクションにつながっているかは別にして、住んで良いところは自慢して

いる。魚を自分で獲ってきたわけではないのに「魚美味しいやろう？」と言っ

ている。それはそれで良い。しかし、集客交流、おもてなしの分野はまだまだ

やらないといけないことが沢山ある。今、福岡市に訪れる国内外の旅行者は

1700 万人をやや切るぐらい。そのうちの外国人は 70 万人。昨年は韓国人がウ

ォン安の影響で減ったが、このぐらいを潜在力として一気に行こうというとこ

ろだ。観光は１回来てもらっただけではだめだ。何度も来てもらうリピーター

を作らないと集客交流人数は増えていかない。そのために福岡市は部局を超え

て情報を共有しないといけないぐらい色々な誘致活動を行っている。例えば、

ビジットジャパンキャンペーン、修学旅行誘致、空港対策、コンベンションビ

ューローの活動など、様々な部署が海外に行ってやってきている。それを見直

して総力を挙げて、こういうターゲットに向けてやっているから、次はこうい

う手筈でやろうといくことを戦略的にやっていかないといけない段階にきて

いる。先ほど紹介のあったブロガーを呼んで色んなものを紹介するということ

もまさにやっているところだが、もっと総力を挙げて効率よくやらねばならな

いと考えている。情報発信だけではだめだというお話もあったが、福岡市の集

客交流サイトとして「よかなび」があり、編集に関わっている。最近、多言語

で、「福岡とはこういうところだ」というのをグルメやショッピングなどのテ

ーマ別に分けて、分り易くリニューアルしたところだ。英語、中国語（繁体・

簡体）、韓国語、をはじめ、タイ、ドイツ、フランス、スペイン語と、８言語

で展開している。その中にはユーチューブとリンクして動画も見せている。し

かし、こちらは情報を発信しているだけなので、どういう風に受け止めてもら

っているかは確認できていない。 

 福岡は、ゲートウェイ機能が発達しているために、一泊、一食するだけのとこ

ろになってしまっている。しかし、それだけでは福岡の魅力をいつまでたって

も知ってもらえない。福岡にはいろんな資産があるが、おもてなしをしたい人

も沢山いる。こういった地域観光資源を知ってもらっていない。そこで今、配

布した「福たび」を通じ、まち歩きや体験を市民の人を通して知ってもらうこ

とをやっていこうとしている。これをもっと大きなうねりにして市民のみんな

が繋いでいけるようにしたい。（福たび：http://yokanavi.com/jp/fukutabi/index） 

 さて、先生方に質問がある。福岡観光コンベンションビューローは、観光・訪
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問客向けの対外的な部署なのだが、結局は、市民の人に魅力をよく知ってもら

わないと広がって行かないと、この頃強く実感している。例えば、福岡タワー

も太宰府も行ったというような旅行者が、飲食店に行って「どこかいいところ

ありますか」と尋ねたら「あそことあそこは行かれましたか」と聞かれ、「行

った」と答えると、「じゃ、だいたい行かれましたね、福岡観光施設ないです

もんね」と言われると、もうそこで終わってしまう。そうではなくて、観光っ

ぽくはないかもしれないが、「寺町辺りも良いとこですよ」とか、「『福たび』

のような体験がいつでもできますよ。自分も体験して楽しかった」と言っても

らわないと、旅行者には魅力的に感じてもらえない。そういった意味で広げて

いかねばならないと思っている。例えば、アジア美術館はすごく良いところだ

と思う。しかし、いかんせん市民はあることは知っているが、あまり行ったこ

とがない人が多い。それを、どうやって分かり易く広げていったらよいのかお

尋ねしたい。また、先ほどシビックプライドの話にもあったように、先に形を

見せていった方が、後から市民の方も「いっぱいきよんしゃーね」という流れ

が作れるとも思うが、今せっかく所有している資産をもっと分り易く市民の方

に広めていく施策にどのようなものがあるかについてもお尋ねしたいと思う。 

山下 お二人の熱い思いと現状の取り組みを伺ったが、やはり一人ひとりの市民を通

じて、まちの資産を広めていくことが大切だと感じる。さて、帆足さんの質問

に関して、伊藤さんに、発表で紹介いただいたバルセロナの事例についてお尋

ねしたい。私も昨年、バルセロナを訪れたが、その際、市民の方々がある程度、

きちんと色んな角度からまちの魅力を語れると感じた。そういったことを施策

的に努力して行っているのか。ご存じだったら教えていただきたい。 

伊藤 バルセロナの人々は、地域への誇りとアイデンティティの強い民族性を持って

いることはひとつの要因になっている。しかしそれだけではなく、広い意味で

の教育にも力を入れていると思う。たとえば、行政が DVD を企画して、新聞折

り込みで各戸に配布することがあるそうだ。DVD には、まちの歴史とともに、

都市開発の現状と都市のビジョンを示すような内容となっており、大人向けと

子ども向けのコンテンツが入っている。なかには、プロの映画監督によるもの

もあるそうだ。 

 また、しょっちゅう街の中でも展示をしている。まちがこれからこうなる、こ

ういうことをやっている等、建物内の常設もあれば、広場のテントで展示する

こともある。それを、おじいさんと孫が見に来て、色々話したりしているのが、

普通の状態としてある。ちゃんとまちのことを知るのがマナーと言うか、生活

するとはそういうものだと思っているようなところがある。広い意味での教育

は非常に大事だと思う。 

山下 ＤＶＤを作り新聞に折り込むということにはすごくびっくりしたし、それがち

ゃんとした映画監督によるものと言うのも驚いた。一方で、並木さんは、地域

住民が自らコンテンツを作っていくことが重要だと話されていた。やはりプロ

が作る事と住民が作る事と両方やった方が望ましいのではと思うが、住民主体

でコンテンツを作り発信していくことについて、伊藤さんの話の延長上で並木
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さんにも、何か良い方法があれば教えていただきたい。 

並木 マスコミが伝えるものは作法などが決まっていて、自由度が少ない面もある。

先ほどお話した広域行政組合でやってきた山江村の住民ディレクターという

ものは、プロデューサー、カメラマンになり、チームを作って展開している。

取材していても方言ＯＫ、後ろで鶏が鳴いてもＯＫ。何があろうともそのまま

だ。地元の人が立ち話感覚で取材したり、番組を作ったりすると、自然に人が

集まってきたりする。日常生活の中でのコミュニケーションをとっている。ケ

ーブルテレビに自分の子どもが出ているとか、隣のおじいちゃんが出ていると

かをきっかけにして、会話が弾み、町民がメディアを見るようになっている。 

山下 ＤＶＤの全戸配布は福岡市でもできるか。 

佐々木  福岡市は都会であり田舎。山江村でやっていることはアレンジすればおもしろ

い。お金をかけずにまさに官民共同で地域コンテンツをまとめ、発信していく

ということは重要な要素だ。 

 福岡市には大学の数が多いという特徴がある。つまり若者が多い。大学などと

連携してカリキュラムに入れてもらう。またアジア美術館と市の美術館に強制

的に連れて行くとか。福岡市の歴史は必ず教えるなどしてもいいかも。県外か

ら来る人が多いので、若者から発信していくのはいいかなと思った。 

帆足 外国からの日本語学生・就学生を含めるとさらに多い。現在、コンベンション

ビューローで留学生などの力を借りて訪問者を支援するウェルカムサポータ

ーを組織化し、管理している。その交流会で、留学生を福岡ドームに野球観戦

に連れて行ったら、そこで初めて野球を見たなどと言っていた。また博物館が

前は海だったということも知らなかった。これは日本の若い学生も知らないこ

とだ。福岡がこんな風に出来たことを知らない。でも、知ると、金印はあんな

に小さい物だ、ぐらいのことしか知らなかったが、中国や韓国との交流の歴史

が生き生きと感じられるようになる。そういった意味で、特に若い人たちに伝

えていって、一緒に巻き込んで何かをしていくのが大事だ。 

 また、テレビ局と仕事すると、テレビというのは、本当に沢山の取材をするの

で、ありとあらゆるお店のコンテンツなどがいっぱいある。ただそれを、ＨＰ

に少し載せることはできても、思うようにきちんと記録用に見られる形になっ

ていない。そういったものの力を借りて、皆で一緒になってやると、お金をか

けずに皆が喜ぶものができていくのではないかなと思う。 

佐々木 去年、中国、韓国のテレビ局が福岡市に相次いで取材に来られた。なぜ、福岡

ドームができたのか、福岡市は百道浜のような海浜都市としての美しい景観を

どう造っていったのか、そういうことを番組にしたいということだった。現代

の歴史、特にここ 20～30 年の官民共同で都市を開発してきた経緯などが共有

されていない。行政は縦割りなので、知るにはいろんな担当部局に行かないと

いけない。データがあって、まちの歴史がそこに行けばわかるという情報セン

ター、伊藤先生が言われたようなたまり場、そこにはシビックプライドの原点

があるというような場所が必要な時期になってきている。 

山下 同感だ。実は今回の研究では、今日のお三方以外、男性や外国の方にも提言い
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ただいた。その中で韓国の大学教授の方が言われたのが、「福岡は福岡学を作

れ」だった。福岡とアジアとの関係性にフォーカスを当てた 10 冊ぐらいの歴

史書を作れと。「それを見れば、私たちは福岡におけるアジアの正当性を確認

できる」と。 

 また、中国の方はそれこそ「福岡市は、なぜどうやってこの 20 年の間にこん

なに美しいまちになったのか教えてほしい」と言われた。福岡の人はドームや

百道ができたことを当たり前のように思っているが、中国の 150 万や 200 万の

都市で、これから栄えていきたいと思っている都市にとっては、本当に聞きた

いことがあって余りあるほど。なので、きちんとやってくれれば、中国からは

皆が学びに来るとおっしゃられた。 

 そういったこともあって、教育プログラムを作り、若いうちから教育を行い、

まちの現代の歴史を学び、誇りを醸成していくことが大切だと思う。そこで、

岸さんにお尋ねしたい。私は外から来た若い人たちの福岡に対する反応が気に

なる。先生は学生達と研究に来られているが、ほとんどが福岡は初めてという

学生と聞いている。外から来た学生達にとってアジア美術館や福岡市のアジア

はどのように受け止められているのだろうか。 

岸 昨年 9 月、第４回福岡トリエンナーレの際引率した８人の学生の中には、今も

アジア美術館のボランティアの方と文通している学生がいる。実際そこに行く

ことで、濃い関係ができてくるということがある。今話を聞きながら、そうい

えば、色々なエピソードがあるなあと思いだしていた。 

 例えば、再開発の時期に博多・川端に移って来られて、今ではアジア美術館の

常連であるという地域住民の方に出会った。そういう方々が、小さな規模かも

しれないけれど、人づてにアジア美術館（アジ美）の情報を伝えている。アジ

美の成果について、開館から 10 年経ってこれだけかという見解もあるかもし

れないが、逆に 10 年でこれだけのことをやってきたということも言える。美

術館ボランティアの方々も、自分たちを広報活動などに利用してほしいと強く

おっしゃっている。 

 そして私どもの学生も、福岡にいる間にすっかりアジ美共同体の一員であると

の意識を持つようになり、ご飯を食べに行ったら、アジ美のことを知らないと

いうそこのマスターに逆に宣伝していたりする光景があった。今は小さなコミ

ュニティであっても、これからも少しずつ広がって継続されていくのだろうと

いう感触を持った。 

山下 濃い（こゆい）関係を作れる。そういう関係を作れるのに、なかなか外に発信

していけないのはもったいないと改めて思った。ところで、岸さんにフロアか

らの質問を追加でお尋ねしたい。トリエンナーレという言葉が難しい。今日初

めて分かったという感想というかご意見をもらった。こういう言葉は、やはり、

トリエンナーレではないといけないのでしょうか。 

岸 美術の世界では２年に１度がビエンナーレ、３年に１度がトリエンナーレとい

う言葉が定着している。福岡アジア美術館ができたときに、国際美術界に入っ

ていくんだという意思表明があって、「アジア美術展」という名前をとりあえ
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ず捨て、「トリエンナーレ」という言葉を使ったのだと思う。ただ一般に分か

りにくいということに関しては、そうなのかもしれない。 

山下 福岡アジア美術館は、国際基準で美術文化をサポートしていくという姿勢があ

ってトリエンナーレという言葉を使った。そういう姿勢を表す方針を合わせて

情報発信していくことが大切だと思う。さて、本当に時間がなくなってきてし

まった。最後に、佐々木さん、帆足さんの現場からの熱い話を聞かれてきて、

何か具体的なアイデアが浮かんできた、ということがあれば、お三方に伺いた

い。 

伊藤  学生が多いということに強いポテンシャルを感じた。福岡で学んだ人たちは、

卒業後に福岡を離れたとしても、いろいろな場所に散らばって福岡の大使にな

ってくれるはずなので、うまく大学や専門学校も含めて上手く連携していける

とよいのではないかと思った。若い人たちは、変化を望んでいく人達なので、

うまく使うというと変だが、福岡を動かしていく力になっていくと思う。 

並木 まだ福岡は余裕があると思った。私は東京出身だが、行くところは過疎地が多

い。そういうところは、本当に必死でやっている。山江村、人吉は数年前から

情報発信をやっているが、よく出来るなあと感じていた。今年からようやくケ

ーブルテレビでできるようになったが、それまではポータルサイトで動画を発

信していた。地域の情報を発信したいという高いモチベーションがあったと思

う。大学のゼミで合宿に行って、熊本学園大学の学生とも一緒になったが、学

生は単にＩＴ技術を学ぶだけでなくて、過疎地の介護施設などに行って、高齢

者が何に困っているのかということをコンテンツにしてまとめていた。地域コ

ンテンツや地域メディアを道具としてどう使うのかということがポイントで、

福岡市とは規模が違うが、コミュニティがあるかどうかということで地域メデ

ィアは変わってくるのではないかと思った。 

山下 今のお話に関連して、福岡は外に出て情報発信をしていかないといけないとい

うのは、九州を背負っているからだ。ということもあるが、福岡は福岡の魅力

を伝えるときには九州なしでは話ができない。そういったことを考えると、福

岡には沢山大学があって、色んなところでフィールド学習をしている。でも、

私達は知らない。東京大学の人が山江村に行っているなんて悔しい。ではない

が、福岡からも沢山の学生が九州の色んなところに行って地域と繋がっている

はずだ。それは、すごい膨大な宝で量ではないか。今の話を伺ってそんなこと

を思った。 

並木 熊本学園大学の学生さんも村民、高齢者と話をし、また村民も高齢者も若者か

ら色んな刺激を受けて、新しいコミュニケーションができていった。そういう

内外のコミュニケーションが地域メディアを作ることによって生まれていっ

た。 

岸 「福たび」に期待したい。アジア美術館にも置かれるのだろうが、これを（発

信・受信のメディアとして）利用したいと思う人は沢山いるはずだ。こういう

ものに福岡のアジア情報が載って、活用されていくとよいと思う。市民の皆さ

んが、誰かが来たら「福たびがあるよ」と言えたら、発展していけると思う。 
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山下 最後に佐々木さん、帆足さんにもコメントをいただきたい。 

佐々木 福岡、博多は人を集めてなんぼ、集客都市として生きていくしかないまち。今

までは、ほっといても若者が来ていたが、今、どうにかしないと集客できない、

大きなターニングポイントに来ている。福岡のまちが衰退していくのではない

かと、ちょっと痛切に感じている。 

帆足 集客交流の面においては資源、宝が人だ。今日は、会場にこられている方には

すでに色んな取り組みをされている方もおられると思うが、例えば、旅行者で

困っていそうな人がいたら「何かお困りですか」と、英語が分からなくても、

声をかけてもらいたい。そういう気持ちだけで旅行者は嬉しくなるものだ。そ

れだけで「やっぱ福岡はいいところやね」ということになる。お金もかからな

くて良い。そういうところから始めていって実現していきたいと思っているの

で、よろしくお願いしたい。 

山下 今日の提言を研究に反映して市に提案していきたい。最後に、私が“福岡女子

×東京女子が考える”というタイトルにしたのは、今、まちづくりはハードか

らソフトに変わろうとしているなかで、福岡は商業とサービス業の都市で、そ

こで一番お金を使うのはやはり女性であったりする。そういうことを考えつつ、

今日は会場に沢山の女性にいらっしゃっていただいているが、これからも、色

んなまちづくりに関するフォーラムやワークショップをやっていきたいと思

っているので、今後、女性にまちづくりへの参加を益々していただきたい。 

 女性のまちづくりへの参加は、新しい福岡の付加価値を高めていくことに繋が

ると思う。まだ他の都市はこういったムーブメントは始めていない。こういっ

たムーブメントに、女性はもちろん、男性の方にもぜひ参加してほしいと思っ

ている。 

 

３）フォーラムの成果（アンケート結果概要） 

（１）成果としてのムーブメントの創出 

当日参加した市民 120 名のうち 82 名にアンケートの回答を得た。その結果、「アジ

ア政策の理解促進」「シビックプライドの醸成」「コミュニケーションの重要性の理解」

「資産活用の意識喚起」「自ら巻き込まれたいという気持ち」など、今後の「アジア政

策の資産活用」を産官学民で担っていくムーブメントを少なからず起こせたことを確

認した。 

このような市民とともに考えるフォーラムの開催の企画・実施の重要性を改めて認

識した。 
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（２）アンケート結果 

 ①回答者属性の概要 

 ●勤務先        ●年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●自由記述（意見・感想など） 

年齢 勤務先 その他自由記述

22 会社員
今回タイトルにもなっていますが、「女子」！「女性」の力が絶対に大きいと
思います。福岡の女子はしっかりものが多いので、そんなひとたちをうまく
使って（？）いけたらいいのでは？すみませんすごいアバウトで…

71 その他
市民が参加する活動、催物などをも内容とするアジア政策がとられること
がのぞましい。

26 会社員
「祭り好き」「ホークス好き」という市民性をもっと活用できないのかと思い
ます。祭りやホークスとのコラボレーション企画など…。＝メディアも取材し
やすい。

73 無職

21世紀はアジア、アフリカの世紀と云っても過言でないと思われる。その
中で九州とりわけ福岡は東アジア地域に於て、陸、海、空の交通を始めと
して人的交流に於ても、過去、現在、未来を通して、日本の重要な拠点で
ある事は間違いない。近い将来道州制が導入された場合、地理的条件、
人の交流、経済的背景から見て福岡になる事は間違いない。そこで重要
な事は、九州全域を始め広島以西を視野に入れた、人的、経済的な活性
化を図る中、長期に渡る施策が重要である。

51 官庁・公団・地方公共団体等 市の枠を超える事は是非必要だと思います。

52 その他

これからは、UstreaｍやTwitterで市民がどんどんメディアになっていける
時代です。従来メディアに頼らず、自前のコミュニティを作っていく企画が
必要と思います。情報の発信、コミュニケーションは、独力で実施する時代
です。

49 会社員
市民も訪問者にとっても、ハード的、ソフト面でも、居心地のよい空間作り
をして欲しい。

37 官庁・公団・地方公共団体等

アジア政策に限らず、今日のご提言のように、コミュニケーションにもっと
資源を投下すべきです。地域づくりも自治体行政も、本来そういうものであ
るべき。プロモーション、マーケティングも含めたコミュニケーション部門は
是非とも必要。作りましょう！！

24 学生

距離的には「近く」ても、まだまだ精神的には「近く」ないアジア。個人一人
一人がより生活の中で身近な「アジア」を発見できるような魅力的なタッチ
ポイント（参加性の高いイベント、広告、ファッション、ライフスタイルなどの
情報メディア）がもっともっと充実して、街の中に、目に見える形で出現して
いってほしいです。そして、「アジア」に関わることで自分の中で何が変わ
るのか、といったある程度のイメージの提供も必要だと思います。

85 無職
郷土芸能などの紹介イベント提案など。（時期を選んで市として実施す
る。）オリンピックなどよりずっと有用だと思う。  

勤務先（SA) 実数 ％
官庁・公団・地方公共団体等 13 15.9
大学等教育研究機関 1 1.2
教師・教育指導者 3 3.7
会社員 25 30.5
自営業 8 9.8
派遣・アルバイト 2 2.4
NPOまちづくり団体関係等 3 3.7
主婦・主夫 4 4.9
無職 13 15.9
学生 2 2.4
その他 5 6.1
無回答 3 3.7
合計 82 100.0

年齢（歳） 実数 ％
20～29 9 12.0
30～39 19 25.3
40～49 14 18.7
50～59 5 6.7
60～69 16 21.3
70～79 11 14.7
80以上 1 1.3
合計 75 100.0
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年齢 勤務先 その他自由記述  

- 教師・教育指導者

「アジア地域としての福岡」1つ提案を考えています。「美容」という、美しく
なる事をアジアの中での福岡で展開できれば…と考えています。福岡は
おしゃれ大好きな街と女子が多いので、観光と美を結びつけて、提案した
いと考えています。シビックプライドをもっと高めたいと…。

40 派遣・アルバイト
「人が宝」本当にそうだと思います。先日、台湾旅行をした際、人の温かさ
に触れ、大好きな街になりました。行く前は「リピートしなくていいや」と思っ
てたが、また行きたい街となりました。

30 会社員

大変興味深いお話が聞けてよかったです。私たち市民も何か具体的なア
クションを起こし、より福岡の街を知る事ともっとＰＲしてほしいと思いまし
た。海外に住んだときに福岡についての情報を知らなすぎるのを痛感し
た。一般的によく出ている情報については学んだが、表面的なコトしかわ
からず、ドコで情報を得るといいのかわからなかった。市政だより見てませ
ん。リニューアルしては？

38 派遣・アルバイト

福岡の良さ、歴史、魅力を１人１人知って、発信することの大切さはとても
わかりました。が、福岡市が、他県や他地域から集まってる人が多いの
で、福岡っていいよねーで終わっている気がします。だんだん福岡ネイティ
ブの人が少なくなっているので、観光客をもてなすということまで致ってい
ない。福岡に対してのシビックプライドがもちにくいような気がします。佐々
木さんがいわれるように大学生に強制？みたいに美術館に行くような制度
があればいいと思います。あと福たびの充実も可能性があると思いまし
た。

27 教師・教育指導者 ありがとうございました。

29 教師・教育指導者
大変興味深く、面白い内容でした。有難うございました。福岡について
様々な観点を見て大変参考になりました。

41 自営業
①アジアとのコミュニケーションが大切だと思う。まさに伊藤さんがおっ
しゃったようなコミュニケーションだと思う。②福岡の特色を強く打ち出すこ
と。（福岡にしかないもの）③人材ネットワークをもっと有効活用する。

46 その他
都市の視点に九州の視点を入れればもっとわかりやすく効果的な提案が
できるのでは。

68 その他
福岡は外国から侵攻を受けた数少ない都市である。危機管理意識に欠け
る策案は砂上の楼閣にならないか。日本は都市建設が全てにおいて危機
管理の視点に欠けるのではないか。

50 会社員
行政の中だけでの動きでは、なかなか市民の理解が得られないのが実情
だと思う。伊藤さんのお話の中に沢山ヒントがありました。

68 無職

福岡トリエンナーレの言葉の意味が分からず、何かアジア美術館と関係あ
るのかなあ、しかし何のことか分からず、ついに参加できませんでした。今
日の参加者でも殆どの人が参加しておられなかったようですが、私と同じ
気持ちの人が殆どだと思います。何でも横文字、仮名文字でやればよいと
いうのではなく、（）して言葉の意味（解釈）をみんなに分からせることが全
員参加になるのではないでしょうか。

67 無職
コメンテータ３人は時間的にきつい。内容をシンプルにして、つっこんだ講
義に結びつけるようなのが望ましい。シリーズものにしてやったらおもしろ
いのかもしれない…。

23 学生

「住みやすさ」が良さといわれる福岡において、生活環境とアジア政策が
もっと結びついていくと、観光・生活両面において、発展できるのではない
か。あるいは、既に、アジア政策が福岡の住みやすさの一因であるなら
ば、その効果をもっとプロモートすべきと思います。

77 その他

私は福岡市内の文化財（国の重要文化財・建造物）のガイドをボランティ
アさせていただいています。おいでになるお客様の80％は外国・県外の方
です（インターネット又ガイドブックを見て）。今までに市民で入館された方
は１～３％ぐらいと推測します。しかし、来館されて殆どの市民は「こんな
歴史のある、素晴しい建物とは知らなかった」といわれます。福岡市、福岡
県の連携した情報発信が不足しています（市政だよりをはじめ）。まず、福
岡市民がもっと福岡の魅力を知らねばなりません（アジア美術館、福岡
城、承天寺、町家…）

70 無職
検証と改善が必要です。その際、市民グループ（ex:NPOなど…）の参加は
不可欠です。本日は有難うございました。  
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年齢 勤務先 その他自由記述  

60 NPO.まちづくり団体関係等

市民が自主的に街角ボランティア（旅行者や観光客で地図を持って道に
迷っている人たちの道案内をする）をすることにより「福岡市はウェルカム
シティだ」のイメージの定着化が「再訪問の福岡リピーター」の増加がのぞ
めると思う！

59 会社員
区の活用を、市の取締方針発信を市と区の役割分担をアジア政策～観光
交流"まち愛着（civic pride）"においても実施する。区間の競争を。

77 無職

私のためになるお話でした。アジアにおける福岡の位置、アジア美術館、
アジアマンスのすばらしさ。福岡がアジアに働きかける力をつけるには…
可能性ありと感じた。校区のささやかなボランティアをしているが、シビック
プライド、コミュニケーションをもっとうまく出来ないかと…。

36 官庁・公団・地方公共団体等
市役所内上層部（課長以上）の意識改革から始めるべき。守りの姿勢では
なく！！

61 大学等教育研究機関
本日の発表者の伊藤先生の「福岡のシビックプライドに灯をともそう！！」
に共感した。

42 会社員
福岡がアジアの何になりたいのか。ゲートウェイ？人が来るところ？ビジ
ネス拠点？ここから市民とのコミュニケーション、海外から来る人が何を期
待しているのかをまず確認してほしい。

32 官庁・公団・地方公共団体等
・多言語表示 ・統一チケット（店舗・交通・宿泊） ・ブランド統一（食 or 自然
or 住）

37 官庁・公団・地方公共団体等
自分自身を含め、もっと福岡のよさを知り、真に好きになることから始めな
ければと、改めて感じた。

34 会社員
福岡市を住みやすくて楽しい街と思っている市民1人1人が市が何を軸に
都市づくりを進めているのか何が行われているのか知る事からアジア政
策の未来があるのかなと今日のご提言から感じました。

62 会社員

東京の若手研究家からいただいた提言、手法を用いて、福岡のアジア文
化の資産をもっとＰＲすべき、市民のものとすべき。アジア美術館がそんな
に素晴らしいものとは知りませんでした。なんか、余計なものがなんで福
岡にあるのだろうと思っていました。伊藤先生のご紹介をとり入れてみたら
いいと思う（市役所内、ＤＶＤ作成等）。

68 無職
急には思いつかないが、まず、都市間競争に負けない都市になること。次
に歴史を生かす都市になること。更に世界の都市の観光政策を勉強する
こと等々。

62 会社員
市民にどう動くべきかの提案が必要。アジアに参加し理解する共体的手
法がない。参加の仕方が不明。＝内向きコンテンツがない。市役所がだ
め！

74 無職 テーマがぼけた感じ。わかりにくいフォーラムだった。

67 NPO.まちづくり団体関係等 大変、参考になりました。興味深い内容でした。

60 会社員
テーマと流れ（内容）が少々ずれていましたネ。「政策」…と銘打ったからで
しょうか？

35 無回答

「アジアとの交流」とか「みなとの歴史（2000年からここ20年、ここ最近まで
もふくめて）」や「1989年からの20年ちょいでまちがあたらしくできていった
こと」、たとえば絵本になってるものってありますか？まちを知りたい、伝え
てみたい…と思い、文字がいっぱいのものはさがしあてましたが、"絵"が
やさしくやわらかく、まちを伝えてくれるものはないのかなぁ～と思っていま
す。「女子」的というか…"かわいいまちあるき"の素材が少ないのかな？
と思います。

63 無職
自分の街をもうすこし知り自分なりの研究をする事が考えされました。都
市のプロジェクトに積極的に参加することが大事だと思いました。

44 自営業

「福岡らしさ」の共有、アジアに向くのは政策レベル。気質を活かしたシビッ
クプライドを形成。それに基づく運動とそのプロモーションが必要と感じる。
佐々木さんが言われた「ありのままを見せる」ことにヒントはありそう。「ふく
おかありのまま！？」ふくおかありはありのままで終わるのか？東京から
のお三方の話に共通していたことは、共有（sharingの意よりも共通認識の
意）の重要性と理解しました。
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３．民に見る「新たな都市の教育プログラム」の展開事例 

１）紺屋サマースクール 2009 

紺屋サマースクールは、「紺屋 2023」の事業であり、「紺屋 2023」は、トラベラーズプ

ロジェクト（事務局トラベルフロント）が企画・運営する建物再生プロジェクトである。 

古いアパートを再生利用した本プロジェクトは、2008 年から 2023 年までの 15 年間、

福岡市中央区大名の紺屋町において展開されており、築約 45 年のビルの 17 部屋には、

様々な業種のディレクター達が入居している。「業種・年齢・国籍・民族・時間・用途・

目的、など様々な要素の雑居」という「未来の雑居ビル」をテーマに、これらの要素が、

集合・離散しながら思考・試行を重ねることによって、新たな価値と文化の醸造を目指

している。 

紺屋サマースクールは、2009 年に始まったプロジェクトである。様々な分野の第一線

で活躍する入居人達（産・官・学）が、サマースクール中は講師を務め、全国公募によ

って集まった 20～25 歳の若者たちとともに「都市と合宿する 3 日間」を過ごす。 

2009 年のサマースクールには、全国から 30 名の学生を中心とする若者が集まり、熱

い３日間を過ごした。このスクールの重要性と将来性を確認した事務局は、2010 年の開

催もすでに決定している。 

民による発想と、雑居する専門家の専門分野をシラバスに落とし、教育プログラムと

して統合して見せることによる「人材教育のプログラム化」「有償プログラム化」「全国

規模での情報発信力」は、大学院構想を考える上で、参考になるものと思われる。 

 

紺屋サマースクール 2009 の告知文（紺屋 2023HP より） 

http://travelers-project.info 

「紺屋 2023」に入居する様々な業種 のディレクターを中心とした講師陣が、全 36 講座を開講 。

受講生はその中から 1 日 3 講座、3 日間で計 9 講座を受講します。その他に、3 日目には 2 人

の特別講 師 によるレクチャーもあります。授業の後はグループでのフィールドワーク。大名のまちに

飛び出して、それぞれでテーマについて深めていきます。 

最終日にはその成果発 表と講師による講評が公開形式で行 われます。 

知識と実 践、アカデミーとリアリティが交錯する 3 日間。 

そこから何を感じ、学び取 るか。それは受講生の皆 さんに委ねられています。 

 

名称：紺屋 サマースクール 2009 -都 市と合宿する３日間- 

テーマ：まちの文脈をつくる 

場所：紺屋 2023（福岡市 中央区 大名 1-14-28 第一松村ビル） 

対象：20～25 歳の男女（2009/08/21 時点） 

定員：30 名 

受講料：18,000 円 

スケジュール：朝礼 8:30〜／1 限目 9:00〜10:20／2 限目 10:30〜11:50 

       ／3 限目 12:00〜13:20／昼休・フィールドワーク 13:30〜 

特別講 師：下川一 哉（日経デザイン編集長） 目黒実（九 州大学 特任 教授） 
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紺屋サマースクール 2009 のシラバス（紺屋 2023HP より） 

http://travelers-project.info 
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２）福岡テンジン大学 

NPO 法人福岡グリーンバードは、これまで、数多くの産学官と連携したまちづくり活

動を行ってきている福岡を代表するまちづくり人材・活動のプラットホームの１つであ

る。 

この福岡グリーンバードは、東京で先行する「シブヤ大学」をモデルとし、姉妹校と

して「福岡テンジン大学」事業を展開することになった。この事業企画は、2009 年度 11

月に福岡市の協働事業提案制度に採択され、2010 年秋の開校に向け具体的な準備が進め

られている。 

本事業の目的は、福岡の街を舞台とした学び（生涯学習）を軸とした、新たな人と人

との繋がり（コミュニティ）をつくり、各種セクターや個人など相互間のコミュニケー

ションの円滑・活性化、街づくりへの主体的な行動の機会を提供し、地域が抱える課題

の解決をはじめとした「地域密着型の生涯学習」と「新しい地域コミュニティづくり」

による、より良い街づくりである。 

現在の事業計画には、大学院構想に参考になるアイデアや運営スキームが数多く見ら

れる。「「街」がまるごとキャンパス」「福岡テンジン大学はネットワークです」という発

想は、本大学院構想と考え方を同じくしている。 

先行して誕生する福岡テンジン大学については、今後も情報交換しつつ、構想実現化

のために連携していくべきと考える。 

 

福岡テンジン大学の概要資料（提供：開校準備室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 岡 テ ン ジ ン 大 学 実 行 委 員 会

学ぶ、つながる、

街がキャンパスになる。

２０１０年 ９月２３日(祝) 開校予定！

＜福岡テンジン大学の概要について＞

私 た ち の 理 念

この「街」のいいところと「大学」のいいところ、

どっちも取り入れる。

私たちの名前は、そのまま私たちの理念です。

福岡

博多

天神

おもてなし

港町

美人が多い

屋台

食べ物が美味い

安い

交通が便利

人があたたかい

山笠

祭り
大学

出会い

趣味

生涯教育

先生

サークル

図書館
ゼミナール

学食

生徒

学び

キャンパス

知識

+

街 大学

街 が ま る ご と キ ャ ン パ ス

ときには商業施設で、ときにはカフェで、

ときには地下鉄で、ときにはビルの屋上で、

街中の施設と提携しながら、カリキュラム単位で変わる教室。

学びたい九州圏内の、アジアの、世界の人が福岡に集う。

いわば、福岡のすべてがキャンパスです。

無 料
福岡テンジン大学は、入学費や授業料は原則無料です。

あなたのちょっとした好奇心に合う授業があるかもしれません。

福岡テンジン大学には校舎がありません、

この「街」がまるごとキャンパスです。

生 徒 と 先 生 ？

教える人は生涯教える人、教わる人は生涯教わる人。

役割の決まりきった教育ではなく、

「教える」と「教わる」を自由に行き来できる教育。

考えてもみてください。教えるとなったら、

ものすごく勉強してしまうだろうし、

教えることで、はじめて教わることもきっと沢山あるはずです。

※イメージは札幌オオドオリ大学(姉妹校)より

福岡テンジン大学の場合、生徒は、先生にもなれます。

ユ ニ ー ク な 授 業

街に住んでいる人・働いている人・遊びにくる人から

HP上でユニークな授業企画を公募。

街に眠っている「才能」や「経験」をつねに発掘していきます。

委員会による審査・面接を経て、晴れて先生に。

授業は、みんなでつくっていきます。

ど ん な 授 業 ？

たとえば、こんな授業になるのではないでしょうか？

文 化

歴 史

伝 統

博多学科 「お祭りのつくり方」

福岡の街はとにかく「祭り」が多いです。山笠やどんたくに実際に関わっている人が先生となり、

祭りの進め方や、告知・集客・運営などの裏側を学び、「祭り」の歴史や伝統について知ることができます。

コ ミ ュ ニ
ケ ーシ ョン

おもてなし学科 「博多弁の不思議」

博多弁はどことなく韓国語や中国語に発音が似ていたりすることがあります。それは古くから大陸との、

接点をもっていた証かもしれません。国際的な視野の広がる学びがある授業です。

ク リ エ イ
テ ィ ブ

こども学科 「ドラゴンクエスト誕生の裏話」

福岡はゲーム産業が盛んな街。いくつになっても「こども心」を掻き立てる授業があると、

この街のクリエイティブなチカラはもっと向上するかもしれません。

福 岡 テ ン ジ ン 大 学 が で き る と ・ ・ ・

キャンパスでつながる、授業で出会う

インターネットや携帯電話が普及し、

労働力の流動化、情報過多の時代になり、

地縁も職縁も、コミュニティを持たない人たちは、

リアルなコミュニケーションの場をもとめています。

人と人とのつながりで作られる学びの場

もっと自由で、もっと広がりのある

「生涯学習」。

この「街」がキャンパスになると、生徒同士が「授業」で出会います。

たとえば、生徒同士の横のつながりから、予期せぬサークルが生まれたりするかもしれない。

先生と先生が出会い、新しい文化や事業が生まれたりするかもしれない。

若い人たちがどんどん参加してくれて、数年度も数十年後も、その人たちがいてくれる。

もっと自由で、もっと広がりのある「生涯学習」の場を、本気でつくりたいと思っています。

グ ラ ン ド ビ ジ ョ ン

福岡テンジン大学の目標は、

誰もがこの「街」で、人とのつながりを感じる街にすること。

街の埋もれた隠れた才能や、優れた技術。

誰もが可能性を持ち、夢を見て、チャレンジできる街。

それは、街全体で人を育てる環境がある街。

「壮大すぎるよ」と笑われるかもしれませんが、私たちの大学が、

やがては、街づくりのひとつの大きな起点になれたら、

それ以上の幸せはありません。

福岡を、世界でいちばん魅力的な街にする。
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福岡テンジン大学

２０１０年９月２３日(祝)、開校します。

この日は、街のどこかで授業を開催。
あなたがいれば、カタチが変わる。
福岡テンジン大学は、ネットワークですから。

※学校教育法上で定められた正規の大学ではありません。生涯学習を推進する特定非営利活動法人(2011年に認証取得予定)です。

シブヤ大学や、その他地域にある大学ネットワークと姉妹校となります。

毎月

第４土曜

ビジネス

環 境

子育て

伝 統

政 治

人 材

労 働 力

街全体が人を育てていく「街」

世界でいちばん魅力的な街とは・・・

高校生が企業経営者に
プレゼンできる街

街をキレイにする
アイデアがどんどん生まれる街

街の未来に
新しく生まれてくる命を託せる街

街の伝統が
世界に通じる街

若者の選挙投票率が

全国平均よりはるかに高い街

新入社員研修をさせると
ナンバーワンな街

主婦が販促企画の
プロとして活躍できる街

のある福岡の街のある福岡の街

福岡テンジン大学の先生や生徒から、人財がどんどん生まれると、

きっと街は活気づく。街で活動する企業・人が元気になる。街が自分ごとになる。

設立に向けたご協力・ご支援のお願い
２０１０年９月２３日(祝)開校！

学ぶ、つながる、

街がキャンパスになる。

福 岡 テ ン ジ ン 大 学 実 行 委 員 会

ま ず は 継 続 し た 活 動 を

街が元気になると、

街で活動する人・企業が元気になる。

まずは継続した活動から、ムーブメントへ。

このプロジェクトでは、生徒が学び合い、成長していき、コミュニティを形成することと、

授業という様々なアイデアで“街”の活性化を行っていきます。

福岡に住む人・働く人・遊びにくる人が学び、繋がっていくことで、“街”が元気になるモデルを作ります。

循環

モデル

設 立 支 援 の お 願 い

設立支援をいただいたサポーターへは、設立準備ホームページおよびブログでの名前の掲載、

開校後のホームページでの「設立支援サポーターページ」にて掲載いたします。

２０１０年末には、開校後の報告およびサポーター同士の交流パーティーの開催なども予定しています。

また２０１０年６月末までに支援いただいたコーポレートサポーターへは、

「福岡テンジン大学 初年度パンフレット」に名前の掲載をさせていただきます。

設立支援金

■ コミュニティサポーター(個人)・・・・・・

■ コーポレートサポーター(法人)・・・・・

何口でもご協賛いただけます。複数口のご協力をお願い申し上げます。

一口 ５,０００円

一口 ３万円

福岡を元気で魅力的にするプロジェクトに、

共感いただけますでしょうか。

その他に、ワークスペースの提供、先生候補の紹介、賛同・支援を募集しています。

なぜ学び？なぜ無料？

「学び」は、年齢や職業を飛び越えて、“街”に住む人、働く人、遊びにくる人、全てをターゲットにできるテーマであり、

“街”には多くの「おもしろいモノ」があり、それを気づく機会を与える授業を「無料」で開放することで、

「学ぶ意欲の高い人」だけではなく、「好奇心のある人」すべてが気軽に参加しやすいプロジェクトになります。

学 び 無 料

福岡テンジン大学の生徒が増えることは、この“街”が「おもしろい」と感じる人が増えること。

人が感じる小さな「おもしろい」を、限りなく大きくしたい。

×

学生証の配布

メルマガ配信

ＨＰ・携帯サイト 生 徒 登 録

授 業 参 加
ク チ コ ミ

メディア・パブリシティ

パンフレット

フリーペーパー

西日本新聞

天神エフエム

市政だより

学生証の配布

メルマガ配信

ＨＰ・携帯サイト 生 徒 登 録

授 業 参 加
ク チ コ ミ

メディア・パブリシティ

パンフレット

フリーペーパー

西日本新聞

天神エフエム

市政だより

【生徒を集める仕組】

シブヤ大学や姉妹校と同じく、インターネットをフル活用します。また独自に携帯サイトや、

学生証など、クチコミ誘導ツールを制作し、コストをかけずに集客できる仕組みで運営していきます。

授業はボランティアスタッフにより運営し、活動を継続させていくことで街への浸透を図ります。
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